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国
連
や
欧
州
は
伯
国
政
府
批
判

を
後
任
に
推
し
て
い
る
。
だ

が
、
建
設
大
手
オ
デ
ブ
レ
ヒ

ト
社
の
関
係
者
が
、ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
の
報
奨
付
供

述
で
、
聖
市
建
設
局
長
だ
っ

た
時
代
に
同
氏
が
２
０
万
レ

ア
ル
の
賄
賂
を
受
け
取
っ
た

と
語
っ
て
い
る
。

　

リ
カ
ル
ド
・
バ
ロ
ス
保
健

相
が
所
属
す
る
進
歩
党
（
Ｐ

Ｐ
）
は
、
ジ
ョ
ア
ン
・
レ
ア

ン
現
バ
イ
ア
州
副
知
事
を
後

継
に
望
ん
で
い
る
。
同
氏
に

は
、
州
議
時
代
に
政
治
活
動

限
定
の
航
空
券
購
入
費
を
私

的
に
流
用
し
た
疑
惑
が
か
け

ら
れ
て
い
た
が
、
昨
年
末
、

最
高
裁
が
証
拠
不
十
分
で
不

起
訴
処
分
と
し
た
。

　

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ピ
シ
ア
ー

ニ
・
ス
ポ
ー
ツ
相
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）

は
、
現
副
大
臣
の
フ
ェ
ル
ナ

　

１
４
日
夜
、
リ
オ
市
中
央
部
で
、
人
権
運
動
の
闘
士
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
リ

オ
市
議
の
マ
リ
エ
ー
レ
・
フ
ラ
ン
コ
氏
が
射
殺
さ
れ
た
事
件
は
、
伯
国
内
の
み
な

ら
ず
、
世
界
的
に
も
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
る
。
リ
オ
州
の
治
安
は
連
邦
政
府

の
直
接
統
治
下
に
あ
る
た
め
、
政
府
も
責
任
を
問
わ
れ
る
な
ど
、
犯
人
探
し
が
重

要
な
局
面
と
な
り
そ
う
だ
。
１
６
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

危
険
に
晒
さ
れ
て
い
る
と
勧

告
し
て
い
た
と
い
う
。
国
連

は
今
回
の
事
件
に
つ
い
て
、

厳
し
い
態
度
で
捜
査
に
当
た

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
の
政
党

ポ
デ
モ
ス
や
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
の
議
員
た
ち
は
、
こ
の

件
の
捜
査
が
終
わ
る
ま
で
、

Ｅ
Ｕ
と
南
米
共
同
市
場
（
メ

ル
コ
ス
ル
）
と
の
自
由
貿
易

に
関
す
る
協
議
を
中
止
す
る

よ
う
に
要
請
し
た
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ス
（
米
国
）、ガ
ー
デ
ィ

ア
ン
（
イ
ギ
リ
ス
）、
ル
・
モ

ン
ド
（
フ
ラ
ン
ス
）
な
ど
の

各
紙
が
こ
の
事
件
を
報
じ
た
。

ス
ペ
イ
ン
の
通
信
社
エ
フ
ェ

は
、
マ
リ
エ
ー
レ
氏
は
連
邦

政
府
に
よ
る
リ
オ
州
統
治
の

や
り
方
を
批
判
し
た
翌
日
に

射
殺
さ
れ
た
と
報
じ
た
（
実

際
に
は
、
１
０
日
に
ア
カ
リ

と
呼
ば
れ
る
ス
ラ
ム
街
で
の

軍
警
第
４
１
大
隊
所
属
警
官

の
暴
力
行
為
を
批
判
、
１
３

日
は
前
日
起
き
た
青
年
殺
害

事
件
に
触
れ
、
ネ
ッ
ト
上
に

「（
治
安
を
取
り
戻
す
）
戦
い

　

１
４
日
夜
以
降
、「
マ
リ

エ
ー
レ
・
シ
ョ
ッ
ク
」
に
襲

わ
れ
て
い
る
最
中
の
伯
国
。

国
内
ニ
ュ
ー
ス
は
こ
の
件
で

ほ
ぼ
独
占
状
態
だ
が
、
そ
れ

に
し
て
も
、
国
民
が
こ
れ
ほ

ど
に
一
致
団
結
し
て
抗
議
活

動
を
行
う
の
は
ジ
ウ
マ
大
統

領
の
罷
免
前
以
来
で
は
な
い

の
中
で
あ
と
何
人
が
命
を
落

と
せ
ば
よ
い
の
か
」
と
書
き

込
ん
だ
）。

　

連
邦
政
府
に
よ
る
リ
オ
の

直
接
統
治
は
１
６
日
で
丸
１

カ
月
と
な
っ
た
が
、
目
に
見

え
る
成
果
は
ま
だ
出
て
お
ら

ず
、
こ
の
一
件
で
正
念
場
を

迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

同
件
の
捜
査
は
リ
オ
市
警

が
行
っ
て
い
る
。
使
用
さ
れ

た
銃
弾
が
警
察
な
ど
の
治
安

関
係
者
が
使
う
９
ミ
リ
口
径

の
物
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
後
ろ

か
ら
車
で
迫
り
な
が
ら
１
３

発
を
連
射
し
、
後
部
座
席
右

側
に
い
た
マ
リ
エ
ー
レ
氏
と

前
方
左
側
の
運
転
席
に
い
た

ア
ン
デ
ル
ソ
ン
氏
を
撃
っ
て
い

る
こ
と
、
マ
リ
エ
ー
レ
氏
を

襲
撃
し
た
車
は
、
同
氏
が
出

席
し
た
イ
ベ
ン
ト
会
場
か
ら

つ
け
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

治
安
関
係
者
に
よ
る
計
画
犯

全
国
各
地
で
抗
議
集
会
開
催

ン
ド
・
ア
ヴ
ェ
リ
ー
ノ
氏
に

席
を
譲
る
事
が
有
力
だ
。
ア

ヴ
ェ
リ
ー
ノ
氏
も
リ
オ
州
水

道
下
水
公
社
や
同
州
交
通
局

に
い
た
時
、
不
適
切
行
政
を

行
っ
た
疑
惑
が
も
た
れ
て
い

る
。

　

メ
ン
ド
ン
サ
・
フ
ィ
ー

リ
ョ
教
育
相
（
民

主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）

の
後
任
に
は
、
マ

リ
ア
・
ギ
マ
ラ
エ

ス
同
省
副
大
臣（
民

主
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ

Ｄ
Ｂ
）
と
の
声
が

高
い
。
だ
が
、
同

氏
も
、
聖
州
社
会

開
発
支
援
局
長
時

代
に
公
開
入
札
な

し
に
２
２
０
万
レ

規
模
の
契
約
を
結

ん
だ
と
し
て
不
適

切
行
政
に
問
わ
れ

て
い
る
。

　

マ
ル
ク
ス
・
ベ

の
所
属
政
党
が
推
す
後
継
候

補
た
ち
も
、
不
適
切
行
政
や

汚
職
疑
惑
に
よ
る
捜
査
対
象

だ
っ
た
り
、
労
働
訴
訟
を
抱

え
た
り
し
て
い
る
と
、
１
６

日
付
エ
ス
タ
ー
ド
（
Ｅ
）
紙

が
報
じ
た
。

　

ジ
ウ
ベ
ル
ト
・
カ
サ
ビ
科

技
相
（
社
会
民
主
党
・
Ｐ
Ｓ

Ｄ
）
は
、
現
同
省
副
大
臣
の

エ
ウ
ト
ン
・
ザ
カ
リ
ア
ス
氏

　

１
０
月
の
総
選
挙
に
出
馬

予
定
の
閣
僚
は
４
月
７
日
ま

で
に
辞
任
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
内
閣
改
造
の
準

備
が
進
ん
で
い
る
。
現
在
、

空
席
に
な
る
こ
と
が
有
力
な

の
は
、
科
技
省
、
教
育
省
、

ス
ポ
ー
ツ
省
、
観
光
省
、
保

健
省
だ
。
ま
た
、
労
働
省
の

よ
う
に
、
前
大
臣
が
職
を
返

上
し
、
省
幹
部
職
員
が
代
行

し
て
い
る
ポ
ス
ト
も
あ
る
。

　

ミ
シ
ェ
ル
・
テ
メ
ル
大
統

領
（
民
主
運
動
・
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）

や
退
任
予
定
者
、
ま
た
は
そ

Ｅ
紙
が
後
継
候
補
の
身
体
検
査

黄
熱
病
の
死
者
３
０
０
人
に

汚
職
疑
惑
や
係
争
案
件
続
々
と

ル
ト
ラ
ン
観
光
相（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）

後
任
候
補
３
人
の
１
人
で
、

連
邦
下
議
と
麻
州
州
議
経
験

者
の
テ
テ
・
ベ
ゼ
ー
ラ
同
省

観
光
振
興
局
長（
カ
ル
ロ
ス
・

ベ
ゼ
ー
ラ
下
議
の
妻
）
は
、

下
議
時
代
に
救
急
車
購
入
に

関
す
る
汚
職
に
関
与
し
た
と

氏
の
通
夜
が
行
わ
れ
た
。
そ

こ
に
は
何
万
人
も
が
集
ま
り
、

社
会
主
義
民
主
党
（
Ｐ
Ｓ

Ｏ
Ｌ
）
の
党
員
ら
が
運
ぶ
彼

女
の
棺
を
固
唾
を
呑
ん
で
見

守
っ
た
。

　

同
日
は
、
聖
市
パ
ウ
リ
ス

タ
大
通
り
を
は
じ
め
、
全
国

の
州
都
ク
ラ
ス
の
都
市
の
大

半
で
抗
議
運
動
が
行
わ
れ
、

「
マ
リ
エ
ー
レ
・
プ
レ
ゼ
ン
テ

（
こ
こ
に
い
る
）」「
ア
ン
デ
ル

ソ
ン
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
」
が
合

言
葉
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
マ
リ
エ
ー
レ
さ
ん
の

訃
報
は
国
外
に
も
届
き
、
大

き
な
波
紋
を
投
げ
か
け
て
い

る
。

　

国
連
は
、「
伯
国
政
府
が

我
々
か
ら
の
警
告
を
無
視
し

た
」
と
の
厳
し
い
見
解
を
下

し
た
。
国
連
人
権
委
員
会
は

以
前
か
ら
、
伯
国
に
対
し
、

１
７
人
も
の
活
動
家
が
命
の

保健相の後継と目されるジョアン・レオン現バイア州副知事
（Elói Corrêa/GOVBA）

１５日、マリエーレ氏の棺を運ぶ人たち
Fernando Frazão Agencia Brasil

リ
オ
の
直
接
統
治
は
正
念
場
に

罪
と
見
て
い
る
。

　

リ
オ
市
で
は
事
件
前
日
、

直
接
統
治
執
政
官
の
命
で
、

市
警
や
軍
警
の
本
部
へ
の
監

査
が
始
ま
っ
て
い
た
。
リ
オ

大
都
市
圏
で
は
同
日
、
警
官

や
消
防
士
な
ど
も
関
与
し
た

犯
罪
組
織
（
ミ
リ
シ
ア
）
摘

発
で
、
軍
警
４
人
が
逮
捕
さ

れ
る
事
態
も
起
き
て
い
た
。

だ
ろ
う
か
。
不
人
気
な
テ
メ

ル
政
権
や
ル
ー
ラ
元
大
統
領

の
裁
判
結
果
に
対
し
て
も
、

国
民
の
反
応
は
思
っ
た
ほ
ど

盛
り
上
が
ら
な
か
っ
た
が
、

こ
の
予
期
せ
ぬ
殺
人
事
件
で

こ
こ
ま
で
国
民
が
団
結
す
る

と
は
。
こ
れ
は
「
社
会
的
弱

者
に
対
し
て
冷
た
く
暴
力
的

な
世
が
到
来
す
る
恐
れ
」
に

対
す
る
国
民
の
不
安
が
溢
れ

た
結
果
か
。
今
後
の
展
開
次

第
で
は
統
一
選
な
ど
に
も
影

響
が
出
る
可
能
性
が
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
見
逃
せ
な
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
５
日
、
米
国
フ
ロ
リ
ダ

州
の
マ
イ
ア
ミ
で
、
建
設
中

の
歩
道
橋
が
崩
れ
て
自
動

車
道
に
落
下
。
４
人
死
亡
、

１
０
人
重
軽
傷
と
の
報
道

は
、
１
６
日
に
な
っ
て
６
人

死
亡
に
改
め
ら
れ
た
が
、
こ

う
い
う
報
道
を
聞
く
度
、「
聖

市
は
大
丈
夫
か
？
」
と
不
安

に
な
る
。
聖
市
で
は
老
朽
化

し
た
歩
道
橋
に
落
ち
る
不
安

を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
少
な

く
な
く
、
建
設
中
の
モ
ノ

レ
ー
ル
線
で
梁
が
落
ち
る
事

故
も
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
リ
ア

で
の
高
架
橋
落
下
事
件
も
記

憶
に
新
し
い
。
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
意
味
で
も
、
行
政
当

局
に
は
十
分
な
対
策
を
練
っ

て
ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
が
。

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ッ
カ
ー
の
セ
レ
ソ
ン
の

左
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
の
選
手
と

し
て
知
ら
れ
る
ア
ト
レ
チ

コ
・
マ
ド
リ
ッ
ド
の
フ
ィ
リ

ペ
・
ル
イ
ス
が
１
５
日
、
試

合
中
に
左
足
を
骨
折
。
全
治

２
カ
月
の
重
傷
と
な
っ
た
。

こ
れ
で
召
集
さ
れ
て
い
た
３

月
の
親
善
試
合
に
は
出
ら
れ

ず
、代
わ
り
に
ア
レ
ッ
ク
ス
・

サ
ン
ド
ロ
（
ユ
ベ
ン
ト
ス
）

が
召
集
さ
れ
た
。
サ
ン
ド
ロ

と
左
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
の
控
え

の
座
を
争
っ
て
い
た
彼
だ
け

に
、
痛
い
負
傷
だ
。

　

オ
ズ
マ
ー
ル
・
テ
ー
ラ
社

会
開
発
相
は
１
５
日
、
今
月

中
に
も
、
生
活
保
護
政
策
の

ボ
ル
サ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
（
Ｂ

Ｆ
）
支
給
額
を
５
％
以
上
引

き
上
げ
る
だ
ろ
う
と
発
言
し

た
。
１
６
日
付
伯
字
各
紙
が

報
じ
た
。

　

政
府
は
昨
年
、
Ｂ
Ｆ
引
き

上
げ
を
行
わ
な
か
っ
た
。
テ

メ
ル
大
統
領
は
４
・
６
％
の

増
額
を
望
ん
で
い
た
が
、
経

済
政
策
班
に
、「
そ
ん
な
余

裕
は
な
い
」
と
諌
め
ら
れ
て

の
こ
と
だ
っ
た
。

　

テ
ー
ラ
社
会
開
発
相
は
、

「
増
額
発
表
は
３
月
中
で
、

発
効
は
４
月
末
か
５
月
に
な

る
だ
ろ
う
。
調
整
幅
は
、
家

庭
用
ガ
ス
価
格
上
昇
の
影
響

を
和
ら
げ
る
た
め
、
イ
ン
フ

レ
率
よ
り
も
高
い
、
５
％
強

程
度
」
と
語
っ
た
。

　

Ｂ
Ｆ
の
支
給
額
増
大
は
当

初
、
７
月
に
行
わ
れ
る
予
定

だ
っ
た
が
、
家
庭
用
ガ
ス
価

格
の
上
昇
が
著
し
く
、
前
倒

し
と
な
っ
た
。

　

同
相
は
ま
た
、「
所
得
再

分
配
政
策
は
、
極
貧
層
に
は

効
果
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
貧
困
を
減
ら
す
の
に

は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
Ｂ

Ｆ
導
入
後
の
１
４
年
間
で
、

社
会
的
不
平
等
は
解
消
さ
れ

て
い
な
い
」
と
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
発
言
は
、
テ
ー

ラ
大
臣
が
テ
メ
ル
大
統
領
と

共
に
出
席
し
た
、
社
会
政
策

受
益
者
に
向
け
た
小
型
融
資

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
行
わ

れ
た
。

　

連
邦
政
府
は
１
７
年
下
半

期
に
、
Ｂ
Ｆ
受
給
者
な
ど
の

低
所
得
者
が
小
規
模
な
ビ
ジ

ネ
ス
を
始
め
て
経
済
的
に
自

立
で
き
る
よ
う
に
融
資
を
し

た
り
、
彼
ら
が
よ
り
質
の
高

い
労
働
者
に
な
れ
る
よ
う
な

無
料
講
座
を
開
設
し
た
り
す

る
プ
ラ
ノ
・
プ
ロ
グ
レ
ジ
ー

ル
（
Ｐ
Ｐ
）
を
打
ち
出
し
た
。

Ｐ
Ｐ
に
よ
る
融
資
総
額
は
、

こ
の
半
年
間
で
２
０
億
レ
に

達
し
た
と
い
う
。

　

１
７
年
７
月
か
ら
３
月

１
３
日
ま
で
の
黄
熱
病
感

染
者
は
９
２
０
人
で
、
内

３
０
０
人
が
死
亡
し
た
と
、

保
健
省
が
１
４
日
に
発
表
し

た
。

　

こ
の
数
字
は
、
各
州
保

健
局
か
ら
の
報
告
を
ま
と

め
た
も
の
で
、
同
病
感
染
が

疑
わ
れ
た
３
４
８
３
人
中
、

１
７
９
４
人
は
感
染
し
て
は

い
な
か
っ
た
。
７
６
９
人
は

ま
だ
検
査
中
だ
。

　

州
別
患
者
数
は
、
ミ
ナ

ス
州
４
１
５
人
（
死
者

１
３
０
人
）、
聖
州
３
７
６

人
（
１
２
０
人
）、
リ
オ
州

４
１
５
人
（
４
９
人
）、
連

邦
直
轄
区
１
人
（
１
人
）、

エ
ス
ピ
リ
ト
サ
ン
ト
州
５
人

（
０
人
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

前
年
同
期
（
１
６
年
７
月

〜
１
７
年
３
月
１
３
日
）
の

感
染
者
は
６
１
０
人
で
死
者

が
１
９
６
人
だ
っ
た
事
を
考

え
る
と
、
患
者
や
死
者
は
増

え
て
い
る
が
、
患
者
発
生
率

は
、
６
・
８
人
／
１
０
万
人

か
ら
２
・
７
人
／
１
０
万
人

に
下
が
っ
て
い
る
。
感
染
患

者
数
は
、
季
節
的
な
要
因
も

あ
り
、
７
月
１
日
〜
翌
年
６

月
３
０
日
で
区
切
っ
て
集
計

す
る
。
１
７
／
１
８
感
染
年

は
患
者
数
が
多
い
の
に
発
生

率
が
低
い
の
は
、
前
年
度
よ

り
も
人
口
が
多
い
所
で
感
染

が
起
き
て
い
る
か
ら
だ
。

　

ま
た
、
予
防
接
種
が
進
ん

で
い
る
事
も
発
生
率
低
下

に
寄
与
す
る
。
保
健
省
に

よ
る
と
、
バ
イ
ア
州
、
リ

オ
州
、
聖
州
の
３
州
で
は
、

１
３
日
現
在
で
、
対
象
者
の

７
８
・
６
％
の
１
７
８
０
万

人
が
接
種
を
受
け
た
。
内
訳

は
、
聖
州
８
８
０
万
人
（
今

年
だ
け
で
７
０
０
万
人
、
保

健
省
目
標
の
９
４
・
９
％
）、

リ
オ
州
６
９
０
万
人

（
６
８
・
５
％
）、
バ
イ
ア
州

１
８
０
万
人
（
５
４
・
３
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
黄
熱
病
に
感
染
し

た
サ
ル
の
死
体
が
見
つ
か
っ

た
た
め
に
１
月
２
３
日
か
ら

閉
鎖
さ
れ
て
い
た
聖
市
の
動

物
園
と
サ
フ
ァ
リ
動
物
園
、

ボ
タ
ニ
コ
公
園
は
、
動
物
園

開
園
６
０
周
年
の
前
日
と
な

る
１
４
日
か
ら
再
開
し
た
。

　

聖
市
環
境
局
に
よ
る
と
、

こ
れ
ら
の
公
園
の
サ
ル
や
カ

を
調
べ
た
上
で
、
三
つ
の
公

園
で
は
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
や

感
染
継
続
の
可
能
性
は
低
い

と
判
断
し
た
と
い
う
。だ
が
、

公
園
訪
問
者
に
は
、
黄
熱
病

の
予
防
接
種
を
受
け
た
事
を

証
明
す
る
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド

の
提
示
が
求
め
ら
れ
る
。

　

聖
州
５
４
市
で
実
施
さ
れ

て
い
た
黄
熱
病
の
予
防
接
種

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
１
６
日
で

終
了
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

１
人
分
の
ワ
ク
チ
ン
を
４
〜

５
人
に
分
け
た
、
フ
ラ
シ
オ

ナ
ー
ダ
と
呼
ば
れ
る
予
防
接

種
も
終
わ
る
。
通
常
の
予
防

接
種
は
一
生
に
１
度
で
よ
い

が
、
フ
ラ
シ
オ
ナ
ー
ダ
は
８

年
後
に
再
接
種
が
必
要
だ
。

　

ペ
ル
ー
共
和
国
議
会
が

１
６
日
、
ペ
ド
ロ
・
パ
ウ
ロ
・

ク
ジ
ン
ス
キ
ー
（
Ｐ
Ｐ
Ｋ
）

大
統
領
の
罷
免
を
問
う
議
会

投
票
を
２
２
日
に
行
う
こ
と

を
決
め
た
。
１
６
日
付
伯
字

紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｐ
Ｋ
氏
は
、
伯
国
の
オ

デ
ブ
レ
ヒ
ト
社
か
ら
２
回
に

わ
け
て
賄
賂
を
渡
さ
れ
た
と

し
て
、
収
賄
疑
惑
を
持
た
れ

て
い
る
。
こ
の
件
を
巡
り
、

同
国
議
会
が
１
６
日
、
２
２

日
に
罷
免
投
票
を
行
う
こ
と

を
正
式
に
決
め
た
。

　

１
６
日
に
行
わ
れ
た
、

２
２
日
の
罷
免
投
票
実
施
を

問
う
投
票
で
は
８
７
票
を
集

め
て
実
施
が
決
ま
っ
た
。
こ

の
「
８
７
」
と
い
う
数
字
は
、

罷
免
が
正
式
に
認
め
ら
れ
る

数
字
で
も
あ
り
、
Ｐ
Ｐ
Ｋ
氏

の
立
場
は
苦
し
い
。

　

Ｐ
Ｐ
Ｋ
氏
は
、
２
０
０
５

年
か
ら
１
６
年
に
か
け
て
、

元
担
当
弁
護
士
の
ヒ
ル
ベ

ル
ト
・
ヴ
ィ
オ
レ
タ
氏
に

８
万
９
１
８
２
ド
ル
を
横
流

し
し
た
疑
い
と
、
運
転
手
の

ホ
セ
・
ル
イ
ス
・
ベ
ロ
ナ
ウ

ア
氏
に
６
０
万
ド
ル
以
上
を

横
流
し
し
て
い
た
疑
惑
を
持

た
れ
て
い
る
。

　

仮
に
Ｐ
Ｐ
Ｋ
氏
が
罷
免
に

な
っ
た
場
合
、
第
１
大
臣
で

第
２
副
大
統
領
の
メ
ル
セ
デ

ス
・
ア
ラ
オ
ス
氏
が
代
行
す

る
こ
と
に
な
る
。

殺害後、国内外で大きな波紋
の
車
を
運
転
中
に
殺
害
さ
れ

た
ア
ン
デ
ル
ソ
ン
・
ゴ
メ
ス

「
Ｂ
Ｆ
で
貧
困
は
減
ら
ず
」と
発
言

低
所
得
者
向
け
融
資
イ
ベ
ン
ト
で

聖
市
動
物
園
１
４
日
に
再
開

マリエーレ
リオ市議

選
挙
戦
前
の
内
閣
改
造
間
近

（２）２０１８年 第４９５８号 ３月 １７日 （土曜日）

社会開発相

Ｐ
Ｐ
Ｋ
大
統
領
に
罷
免
危
機

２
２
日
に
運
命
の
議
会
投
票

ペ ル ー

3 月 17 日：日の出 6:09 日の入 18:20

3 月
18 日
19 日 
20 日
18 日
19 日 
20 日
18 日
19 日 
20 日

天気
晴一時雨
晴一時雨
晴一時雨
晴一時曇
晴一時雨
晴一時雨
晴一時雨
晴一時雨
晴一時雨

天

気

予

報

最高
31 度
33 度
31 度
31 度
34 度
32 度
33 度
31 度
31 度

最低
18 度
19 度
20 度
20 度
22 度
24 度
20 度
22 度
21 度

サンパ
ウロ市

海岸

内陸

さ
れ
て
い
る
。
１
審
で
は
有

罪
と
な
っ
た
が
、
２
審
で
逆

転
無
罪
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

労
相
は
、
昨
年
末
に
ロ
ナ

ウ
ド
・
ノ
ゲ
イ
ラ
氏
（
伯
国

労
働
党
・
Ｐ
Ｔ
Ｂ
）
が
辞
職

し
て
以
来
、
同
党
の
ク
リ
ス

チ
ア
ー
ネ
・
ブ
ラ
ジ
ル
上
議

を
後
任
に
と
の
動
き
が
あ
っ

た
が
、
同
上
議
の
労
働
訴
訟

問
題
や
奇
抜
な
言
動
で
見
送

ら
れ
、
今
は
同
省
副
大
臣
の

エ
ウ
ト
ン
・
ヨ
ム
ラ
氏
が
代

行
を
務
め
て
い
る
。
ヨ
ム
ラ

氏
が
過
去
に
関
与
し
た
企
業

は
、
少
な
く
と
も
２
２
件
の

労
働
訴
訟
を
抱
え
て
い
る
。

　

Ｅ
紙
が
後
継
候
補
者
た
ち

に
疑
惑
に
つ
い
て
質
問
し
た

と
こ
ろ
、
全
員
が
口
を
揃
え

て
疑
惑
を
否
定
し
た
。
ヨ
ム

ラ
労
相
代
行
も
、「
労
働
訴

訟
問
題
は
、
今
の
経
営
陣
の

責
任
」
と
返
答
し
た
。

　

１
５
日
、
リ
オ
市
議
会
で

は
マ
リ
エ
ー
レ
氏
と
、
同
氏



　

あ
る
新し

ん

進し
ん

の
言げ

ん

語ご

学が
く

者し
ゃ

の
結け

っ

婚こ
ん

記き

念ね
ん

パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
こ

と
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
学が

く

者し
ゃ

で
あ
り
、
演え

ん

劇げ
き

人じ
ん

で
も
あ
る
安あ

ん

西ざ
い

哲て
つ

雄お

氏し

が
、
ギ
タ
ー
を
弾ひ

き
な
が
ら
、
歌う

た

を
２
曲

き
ょ
く

披ひ

露ろ
う

し
た
。

１
曲

き
ょ
く

目め

は
ポ
ッ
プ
ス
の
定て

い

番ば
ん

「
白し

ろ

い
ブ
ラ
ン
コ
」
で
あ
る
。

君き
み

は
覚お

ぼ

え
て
い
る
か
し
ら　
あ
の
白し

ろ

い
ブ
ラ
ン
コ

風か
ぜ

に
吹ふ

か
れ
て
二ふ

た

人り

で
揺ゆ

れ
た　
あ
の
白し

ろ

い
ブ
ラ
ン
コ

日ひ

暮ぐ

れ
は
い
つ
も
寂さ

び

し
い
と　
小ち

い

さ
な
肩か

た

を
ふ
る
わ
せ
た

君き
み

に
接く

ち

吻づ
け

し
た
時と

き

に

や
さ
し
く
揺ゆ

れ
た
白し

ろ

い
白し

ろ

い
ブ
ラ
ン
コ

　

も
う
一い

っ

曲き
ょ
くも
、
有ゆ

う

名め
い

な
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
「
さ
よ
な
ら
を
す

る
た
め
に
」。

過す

ぎ
た
日ひ

の
微ほ

ほ

笑え
み

を　
み
ん
な
君き

み

に
あ
げ
る

ゆ
う
べ
枯か

れ
て
た
花は

な

が　
今い

ま

は
咲さ

い
て
い
る
よ

過す

ぎ
た
日ひ

の
悲か

な

し
み
を　
み
ん
な
君き

み

に
あ
げ
る

あ
の
日ひ

知し

ら
な
い
人ひ

と

が　
今い

ま

は
そ
ば
に
眠ね

む

る

暖あ
た
たか
な
昼ひ

る

下さ

が
り　
通と

お

り
過す

ぎ
る
雨あ

め

に

濡ぬ

れ
る
こ
と
を
夢ゆ

め

に
見み

る
の
よ

風か
ぜ

に
吹ふ

か
れ
て　
胸む

ね

に
残の

こ

る
思お

も

い
出で

と

さ
よ
な
ら
を
す
る
た
め
に

　
こ
れ
を
聴き

い
て
い
た
渡わ

た

部な
べ

昇し
ょ
う

一い
ち

氏し

は
、
そ
ば
に
い
た
言げ

ん

語ご

学が
く

者し
ゃ

の
卵た

ま
ごた
ち
に
言い

っ
た
。「
今い

ま

、
安あ

ん

西ざ
い

さ
ん
が
歌う

た
っ
た
ポ
ッ
プ

ス
の
歌か

詞し

は
大や

ま

和と

言こ
と

葉ば

だ
け
だ
っ
た
ぞ
」

　

歌か

詞し

で
書か

く
と
、「
接せ

っ

吻ぷ
ん

」
と
か
「
微び

笑し
ょ
う」
と
漢か

ん

字じ

は
使つ

か

わ

れ
て
い
る
が
、「
く
ち
づ
け
」「
ほ
ほ
え
み
」
と
訓く

ん

読よ

み
さ
れ
て

い
る
か
ら
、
古こ

来ら
い

か
ら
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
使つ

か
っ
て
き
た
大や

ま

和と

言こ
と

葉ば

で
あ

る
。
唯ゆ

い

一い
つ

外が
い

国こ
く

語ご

ら
し
い
「
ブ
ラ
ン
コ
」
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

か

ら
来き

た
と
い
う
説せ

つ

も
あ
る
が
、「
ぶ
ら
ぶ
ら
さ
せ
る
も
の
」
と

い
う
語ご

感か
ん

が
あ
り
、
感か

ん

覚か
く

的て
き

に
は
大や

ま

和と

言こ
と

葉ば

に
近ち

か

い
。

日に

本ほ
ん

語ご

が
育そ

だ

て
る
情じ

ょ
う

緒ち
ょ

と
思し

考こ
う

2011年
ねん

6月
がつ

12日
にち

版
ばん

　

そ
の
後ご

、
渡わ

た

部な
べ

昇し
ょ
う

一い
ち

氏し

は
、
高こ

う

校こ
う

の
後こ

う

輩は
い

二ふ
た

人り

と
共と

も

に
、

母ぼ

校こ
う

の
校こ

う

歌か

を
歌う

た

わ
さ
れ
る
は
め
に
な
っ
た
。
戦せ

ん

前ぜ
ん

の
旧

き
ゅ
う

制せ
い

中ち
ゅ
う

学が
く

時じ

代だ
い

か
ら
引ひ

き
継つ

が
れ
た
校こ

う

歌か

で
あ
る
。

鳳ほ
う

嶺れ
い

月げ
っ

峰ぽ
う

雲く
も

に
入い

り

滄そ
う

水す
い

遠と
お

く
海う

み

に
行い

く

山さ
ん

河が

の
眺な

が

め
雄ゆ

う

偉い

な
る

こ
こ
庄

し
ょ
う

内な
い

の
大だ

い

平へ
い

野や

・
・
・

　
「
鳳ほ

う

嶺れ
い

」「
月げ

っ

峰ぽ
う

」「
滄そ

う

水す
い

」「
雄ゆ

う

偉い

」
な
ど
、
難む

ず
か
し
い
漢か

ん

語ご

が
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
登と

う

場じ
ょ
うす
る
。
歌か

詞し

を
読よ

ん
で
も
、
意い

味み

を
理り

解か
い

で

き
る
人ひ

と

は
少す

く

な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
パ
ー
テ
ィ
ー
で
歌う

た

だ
け
聴き

い
た
人ひ

と

は
、
意い

味み

を
ま
っ
た
く
理り

解か
い

で
き
な
か
っ
た
ろ
う
。

　
「
白し

ろ

い
ブ
ラ
ン
コ
」
や
「
さ
よ
な
ら
を
す
る
た
め
に
」
が
、

耳み
み

で
聞き

い
て
、
小

し
ょ
う

学が
く

生せ
い

で
も
理り

解か
い

で
き
る
の
と
は
対た

い

照し
ょ
う

的て
き

で

あ
る
。
何な

に

が
ど
う
違ち

が

う
の
だ
ろ
う
か
？

　
こ
の
校こ

う

歌か

を
理り

解か
い

す
る
た
め
に
は
、「
鳳ほ

う

嶺れ
い

」「
月げ

っ

峰ぽ
う

」
な

ど
の
漢か

ん

語ご

の
知ち

識し
き

が
必ひ

つ

要よ
う

で
あ
る
。
知ち

識し
き

の
な
い
人ひ

と

に
は
、
チ

ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対た

い

し
て
、
大や

ま

和と

言こ
と

葉ば

は
我わ

れ

々わ
れ

が
子こ

供ど
も

の
頃こ

ろ

か
ら
使つ

か
っ

て
お
り
、
教

き
ょ
う

養よ
う

や
学が

く

歴れ
き

で
差さ

が
つ
か
な
い
。「
君き

み

は
覚お

ぼ

え
て
い

る
か
し
ら　

あ
の
白し

ろ

い
ブ
ラ
ン
コ
」
と
聴き

い
た
だ
け
で
、
誰だ

れ

で

も
が
子こ

供ど
も

の
頃こ

ろ

遊あ
そ

ん
だ
公こ

う

園え
ん

の
ブ
ラ
ン
コ
を
思お

も

い
浮う

か
べ
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

す
な
わ
ち
、
外が

い

来ら
い

語ご

は
知ち

識し
き

と
教

き
ょ
う

養よ
う

に
よ
っ
て
理り

解か
い

で
き
る

人ひ
と

と
で
き
な
い
人ひ

と

の
差さ

が
つ
い
て
し
ま
う
が
、
大や

ま

和と

言こ
と

葉ば

は
日に

本ほ
ん

語ご

を
母ぼ

国こ
く

語ご

と
し
て
育そ

だ
っ
た
人ひ

と

な
ら
、
誰だ

れ

で
も
が
共

き
ょ
う

通つ
う

に
理り

解か
い

し
、
か
つ
そ
の
情

じ
ょ
う

感か
ん

に
浸ひ

た

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
大や

ま

和と

言こ
と

葉ば

の
特と

く

徴ち
ょ
うを
も
っ
と
も
純

じ
ゅ
ん

粋す
い

に
保た

も

っ
て
い
る
の

が
、
和わ

歌か

の
伝で

ん

統と
う

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
百

ひ
ゃ
く

人に
ん

一い
っ

首し
ゅ

に
入は

い
っ
て

い
る
次つ

ぎ

の
和わ

歌か

を
知し

っ
て
い
る
人ひ

と

は
多お

お

い
だ
ろ
う
。

天て
ん

の
原は

ら　
ふ
り
さ
け
見み

れ
ば　
春か

す

日が

な
る

三み

笠か
さ

の
山や

ま

に　
い
で
し
月つ

き

か
も

　

作さ
く

者し
ゃ

の
阿あ

部べ
の

仲な
か

麻ま

呂ろ

は
、
遣け

ん

唐と
う

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

と
し
て
唐と

う

に
渡わ

た

り
、

後の
ち

に
玄げ

ん

宗そ
う

皇こ
う

帝て
い

に
仕つ

か

え
、
さ
ら
に
当と

う

時じ

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

的て
き

詩し

人じ
ん

で
あ

る
李り

白は
く

や
王お

う

維い

と
も
交ま

じ

わ
っ
て
、
漢か

ん

詩し

人じ
ん

と
し
て
の
文ぶ

ん

名め
い

が
現げ

ん

地ち

で
も
高た

か

か
っ
た
人じ

ん

物ぶ
つ

で
あ
る
。

　

そ
の
仲な

か

麻ま

呂ろ

が
、「
唐も

ろ

土こ
し

に
て
月つ

き

を
見み

て
よ
み
け
る
」
と
題だ

い

し
て
詠よ

ん
だ
の
が
、こ
の
歌う

た

で
あ
る
。
２
０
歳さ

い

前ま
え

に
唐と

う

に
渡わ

た

り
、

立り
っ

身し
ん

出し
ゅ
っ

世せ

の
後あ

と

は
帰き

国こ
く

を
夢ゆ

め

見み

な
が
ら
も
果は

た
せ
ず
、
７
３

歳さ
い

で
客

き
ゃ
く

死し

し
た
。
こ
の
歌う

た

は
、
若わ

か

か
り
し
頃こ

ろ

に
見み

た
奈な

良ら

春か
す

日が

の
三み

笠か
さ

山や
ま

を
思お

も

い
な
が
ら
の
歌う

た

で
あ
る
。
切せ

つ

々せ
つ

と
し
た
望ぼ

う

郷き
ょ
うの
思お

も

い
が
伝つ

た

わ
っ
て
く
る
。

　
こ
の
歌う

た

も
大や

ま

和と

言こ
と

葉ば

だ
け
で
歌う

た

わ
れ
て
い
る
。
唐と

う

で
漢か

ん

詩し

人じ
ん

と
し
て
高こ

う

名め
い

で
あ
っ
た
仲な

か

麻ま

呂ろ

で
も
、
切せ

つ

々せ
つ

と
し
た
情じ

ょ
う
を
歌う

た

に

詠よ

む
と
大や

ま

和と

言こ
と

葉ば

だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
点て

ん

に
、
現げ

ん

代だ
い

の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
に
も
通つ

う

ず
る
日に

本ほ
ん

語ご

の
伝で

ん

統と
う

が
現あ

ら
わ
れ
て

い
る
。

　

も
う
一ひ

とつ
近き

ん

代だ
い

の
例れ

い

を
挙あ

げ
よ
う
。
斎さ

い

藤と
う

茂も

吉き
ち

は
若わ

か

か
り
し

頃こ
ろ

、
ド
イ
ツ
で
医い

学が
く

博は
く

士し

号ご
う

を
と
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
時と

き

に
次つ

ぎ

の
よ
う
な
歌う

た

を
詠よ

ん
で
い
る
。

一い
っ

隊た
い

が　
Ｈ
ａ
ｋ
ｅ
ｎ
ｋ
ｒ
ｅ
ｉ
ｚ
の
赤あ

か

旗は
た

を

立た

て
つ
つ
ゆ
き
ぬ　
こ
の
川か

わ

上か
み

に

　
ヒ
ト
ラ
ー
の
ハ
ー
ケ
ン
ク
ロ
イ
ツ
（
鍵か

ぎ

十じ
ゅ
う

字じ

）
を
知し

ら
な
い

人ひ
と

に
と
っ
て
は
、
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
の
歌う

た

で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
国こ

く

際さ
い

的て
き

教き
ょ
う

養よ
う

人じ
ん

の
茂も

吉き
ち

も
、
後あ

と

に
は
大や

ま

和と

言こ
と

葉ば

だ
け
の
絶ぜ

っ

唱し
ょ
うを
残の

こ

し
て
い
る
。

最も

上が
み

川が
わ　
逆さ

か

白し
ら

波な
み

の　
た
つ
ま
で
に

ふ
ぶ
く
ゆ
ふ
べ
と　
な
り
に
け
る
か
も

　

広ひ
ろ

く
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
心こ

こ
ろに
訴う

っ
た
え
る
歌う

た

は
、
こ
の
よ
う
に
大や

ま

和と

言こ
と

葉ば

だ
け
で
詠よ

ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

１
．「
今い

ま

、
歌う

た
っ
た
ポ
ッ
プ
ス
の
歌か

詞し

は

         

大や
ま

和と

言こ
と

葉ば

だ
け
だ
っ
た
ぞ
」

　

渡わ
た

部な
べ

氏し

は
、
大や

ま

和と

言こ
と

葉ば

と
外が

い

来ら
い

語ご

の
違ち

が

い
を
、
ド
イ
ツ
の

哲て
つ

学が
く

者し
ゃ

フ
ィ
ヒ
テ
の
「
生い

け
る
言げ

ん

語ご

」
と
「
死し

せ
る
言げ

ん

語ご

」
と

い
う
概が

い

念ね
ん

で
説せ

つ

明め
い

す
る
。

　

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦せ

ん

争そ
う

に
惨ざ

ん

敗ぱ
い

し
て
、
ベ
ル
リ
ン
が
フ
ラ
ン
ス
軍ぐ

ん

の
占せ

ん

領り
ょ
う

下か

に
あ
っ
た
１
８
０
７
年ね

ん

か
ら
翌よ

く

年と
し

に
か
け
て
、
フ
ィ

ヒ
テ
は
ド
イ
ツ
人じ

ん

を
奮ふ

る

い
立た

た
せ
る
べ
く
『
ド
イ
ツ
国こ

く

民み
ん

に
告つ

ぐ
』
と
い
う
連れ

ん

続ぞ
く

講こ
う

演え
ん

を
行

お
こ
な
っ
た
。
そ
の
１
４
回か

い

の
講こ

う

演え
ん

の
う

ち
、
２
回か

い

を
国こ

く

語ご

問も
ん

題だ
い

に
あ
て
て
い
る
。

　
フ
ィ
ヒ
テ
の
言い

う
「
生い

け
る
言げ

ん

語ご

」
と
は
、「
太た

い

古こ

か
ら
そ

の
民み

ん

族ぞ
く

が
用も

ち

い
続つ

づ

け
て
き
て
、
一い

ち

度ど

も
中

ち
ゅ
う

断だ
ん

さ
れ
た
こ
と
の
な

い
言げ

ん

語ご

」
と
い
う
意い

味み

で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語ご

が
そ
の
例れ

い

で
あ
り
、

大や
ま

和と

言こ
と

葉ば

も
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
一い

っ

方ぽ
う

の
「
死し

せ
る
言げ

ん

語ご

」
と
は
、
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
語ご

で

あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

は
、
か
つ
て
は
ド
イ
ツ
人じ

ん

と
同お

な

じ
、
ゲ
ル

マ
ン
民み

ん

族ぞ
く

の
一い

ち

部ぶ

族ぞ
く

で
あ
っ
た
が
、
母ぼ

語ご

の
ゲ
ル
マ
ン
語ご

を
捨す

て
、
ラ
テ
ン
語ご

方ほ
う

言げ
ん

を
話は

な

す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
語ご

で「
成せ

い

功こ
う

」を
意い

味み

す
る
＂
Ｅ
ｒ
ｆ
ｏ
ｌｇ
＂
は
、

接せ
っ

頭と
う

辞じ

＂
ｅ
ｒ
―
＂
（
仕し

上あ

げ
る
、
完か

ん

了り
ょ
うす
る
）
と
、
動ど

う

詞し

＂
ｆ
ｏ
ｌｇ
ｅ
ｎ
＂
（
つ
い
て
行い

く
）
か
ら
成な

り
、
ド
イ
ツ
人じ

ん

は
子こ

供ど
も

で
も
、
＂
ｅ
ｒ
ｆ
ｏ
ｌ
ｇ
ｅ
ｎ
＂
と
は
「
あ
る
目も

く

的て
き

を
追つ

い

求き
ゅ
うし
て
最さ

い

後ご

ま
で
成な

し
遂と

げ
る
こ
と
」
と
い
う
意い

味み

を

直ち
ょ
っ

感か
ん

的て
き

に
理り

解か
い

し
、
語ご

感か
ん

を
感か

ん

じ
と
れ
る
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
フ
ラ
ン
ス
語ご

の
「
成せ

い

功こ
う

」
は
、
＂
ｓ
ｕ
ｃ
ｃ
ｅ
ｓ

＂
で
、
こ
れ
も
ラ
テ
ン
語ご

に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
＂
ｓ
ｕ
ｃ
＂
と

＂
ｃ
ｅ
ｓ
＂
か
ら
な
る
事こ

と

が
分わ

か
る
が
、
分ぶ

ん

解か
い

さ
れ
た
要よ

う

素そ

の
一ひ

とつ
一ひ

とつ
ま
で
意い

味み

が
感か

ん

じ
取と

れ
る
フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

は
、
ほ
と
ん

ど
い
な
い
。

　

ち
ょ
う
ど
日に

本ほ
ん

語ご

で
も
、「
成な

し
遂と

げ
る
」
と
い
う
大や

ま

和と

言こ
と

葉ば

な
ら
「
成な

す
」
と
「
遂と

げ
る
」
か
ら
な
る
こ
と
が
子こ

供ど
も

で

も
直

ち
ょ
っ

感か
ん

的て
き

に
理り

解か
い

で
き
る
が
、「
成せ

い

功こ
う

」
と
外が

い

来ら
い

語ご

で
言い

わ
れ

る
と
、
そ
の
語ご

源げ
ん

、
語ご

感か
ん

ま
で
は
感か

ん

じ
と
れ
な
い
の
と
同お

な

じ
で

あ
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
大や

ま

和と

言こ
と

葉ば

と
外が

い

来ら
い

語ご

の
違ち

が

い

　

ド
イ
ツ
人じ

ん

に
と
っ
て
の
ド
イ
ツ
語ご

と
同ど

う

様よ
う

、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
と
っ

て
の
大や

ま

和と

言こ
と

葉ば

は
、
太た

い

古こ

か
ら
と
も
に
あ
り
、
長な

が

い
歴れ

き

史し

を

と
も
に
過す

ご
し
て
き
た
「
生い

け
る
言げ

ん

語ご

」
な
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対た

い

し
て
、
古こ

代だ
い

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
入は

い
っ
て
き
た
漢か

ん

語ご

、
そ

し
て
近き

ん

代だ
い

に
欧お

う

米べ
い

か
ら
入は

い
っ
て
き
た
外が

い

来ら
い

語ご

は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
新あ

ら

た
に
習な

ら

い
覚お

ぼ

え
た
「
死し

せ
る
言げ

ん

語ご

」
で
あ
り
、
単た

ん

語ご

の
語ご

源げ
ん

や

語ご

感か
ん

を
直

ち
ょ
っ

感か
ん

的て
き

に
理り

解か
い

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
「
生い

け
る
言げ

ん

語ご

」
を
話は

な

す
民み

ん

族ぞ
く

は
、
教

き
ょ
う

養よ
う

階か
い

級き
ゅ
うと
一い

っ

般ぱ
ん

民み
ん

衆し
ゅ
うと
の
間あ

い
だ
に
切き

れ
目め

が
な
い
、
と
い
う
の
が
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
主し

ゅ

張ち
ょ
うで
あ
る
。

　

戦せ
ん

前ぜ
ん

、
ド
イ
ツ
に
留

り
ゅ
う

学が
く

し
て
い
た
日に

本ほ
ん

の
哲て

つ

学が
く

者し
ゃ

が
、
あ
る

日ひ

の
こ
と
、
下げ

宿し
ゅ
くの
お
婆ば

あ

さ
ん
の
口く

ち

か
ら
「
理り

性せ
い

的て
き　

＂
ｖ

ｅ
ｒ
ｎ
ｕ
ｎ
ｆ
ｔ
ｉ
ｇ
＂
」
と
い
う
言こ

と

葉ば

が
出で

て
き
た
の
で

驚お
ど
ろい
た
。
大だ

い

哲て
つ

学が
く

者し
ゃ

カ
ン
ト
の
『
純

じ
ゅ
ん

粋す
い

理り

性せ
い

批ひ

判は
ん

』
に
出で

て

く
る
よ
う
な
用よ

う

語ご

を
、
義ぎ

務む

教き
ょ
う

育い
く

し
か
受う

け
て
い
な
い
お
婆ば

あ

さ
ん
が
使つ

か

う
と
は
、「
さ
す
が
に
ド
イ
ツ
は
哲て

つ

学が
く

の
国く

に

だ
」
と

思お
も
っ
た
、
と
い
う
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
誤ご

解か
い

で
あ
る
。
＂
ｖ
ｅ
ｒ
ｎ
ｕ
ｎ
ｆ
ｔ

ｉ
ｇ
＂
と
は
、
＂
ｖ
ｅ
ｒ
＂
（
～
か
ら
）
と
＂
ｎ
ｅ
ｈ
ｍ
ｅ

ｎ
＂
（
と
る
）
と
い
う
３
歳さ

い

の
子こ

供ど
も

で
も
知し

っ
て
い
る
動ど

う

詞し

か

ら
な
り
、「
外が

い

部ぶ

の
音お

と

を
聞き

き
取と

っ
て
、
自じ

分ぶ
ん

で
理り

解か
い

す
る
」

と
い
う
意い

味み

と
な
る
。
大や

ま

和と

言こ
と

葉ば

で
言い

え
ば
、「
聞き

き
分わ

け
が

良よ

い
」
の
「
聞き

き
分わ

け
」
に
あ
た
る
。

　

下げ

宿し
ゅ
くの
お
婆ば

あ

さ
ん
が
日に

本ほ
ん

の
哲て

つ

学が
く

者し
ゃ

に
言い

っ
た
の
は
、「
あ

ん
た
は
聞き

き
分わ

け
が
良よ

い
わ
ね
」
と
い
う
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
話

は
な
し

で
あ
ろ
う
。

　

逆ぎ
ゃ
く
に
、
大だ

い

哲て
つ

学が
く

者し
ゃ

カ
ン
ト
が
３
歳さ

い

の
子こ

供ど
も

で
も
分わ

か
る

「
聞き

き
分わ

け
」
と
い
う
よ
う
な
平へ

い

明め
い

な
言こ

と

葉ば

か
ら
、
一い

ち

大だ
い

哲て
つ

学が
く

大た
い

系け
い

を
構こ

う

築ち
く

し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
こ
そ
、「
ド
イ
ツ
は
哲て

つ

学が
く

の
国く

に

」
た
る
ゆ
え
ん
が
現あ

ら
わ
れ
て
い
る
、
と
言い

え
る
の
で
は
な

い
か
。

　

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
フ
ラ
ン
ス
軍ぐ

ん

を
破や

ぶ

る
目も

く

的て
き

で
新あ

た
ら
し
い
士し

官か
ん

学が
っ

校こ
う

を
作つ

く

っ
た
シ
ャ
ル
ン
ホ
ル
ス
ト
は
、
若わ

か

い
士し

官か
ん

候こ
う

補ほ

生せ
い

た
ち

に
カ
ン
ト
の
哲て

つ

学が
く

書し
ょ

を
読よ

ま
せ
た
と
言い

う
が
、
そ
れ
も
外が

い

来ら
い

語ご

で
な
く
「
生い

け
る
言げ

ん

語ご

」
で
書か

か
れ
て
い
た
が
故ゆ

え

で
あ
ろ
う
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
こ
う
は
行い

か
な
い
。
た
と
え
ば
「
博は

く

愛あ
い

主し
ゅ

義ぎ

」
と
は
、
＂
ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ａ
ｎ
ｔ
ｈ
ｒ
ｏ
ｐ
ｉ
ｅ
＂
だ
が
、

＂
ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
―
＂
（
愛あ

い

す
る
）
と
＂
ａ
ｎ
ｔ
ｈ
ｒ
ｏ
ｐ
＂

（
人に

ん

間げ
ん

）
と
ギ
リ
シ
ア
語ご

の
語ご

源げ
ん

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
理り

解か
い

で

き
る
フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

は
、
教

き
ょ
う

養よ
う

階か
い

級き
ゅ
うで
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
が
ド
イ
ツ
語ご

だ
と
、
＂
ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｈ
ｃ
ｅ
ｎ
ｆ
ｒ
ｅ

５
．「
生い

け
る
言げ

ん

語ご

」
が

         

生う

み
出だ

す
平び

ょ
う

等ど
う

感か
ん

、一い
っ

体た
い

感か
ん

ｉ
ｎ
ｄ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
＂
と
長な

が

っ
た
ら
し
い
が
、
こ
れ

は
＂
ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｈ
ｃ
ｅ
ｎ
＂
（
人ひ

と

）
＋
＂
ｆ
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｄ
＂

（
と
も
）
＋
＂
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
＂
（
ら
し
さ
）
＋
＂
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
＂

（
で
あ
る
こ
と
）
か
ら
成な

り
、
大や

ま

和と

言こ
と

葉ば

で
訳や

く

せ
ば
「
人ひ

と

を

友と
も

と
す
る
道み

ち

」
と
で
も
言い

え
よ
う
。
我わ

が
国く

に

で
も
、
外が

い

来ら
い

語ご

の
「
博は

く

愛あ
い

主し
ゅ

義ぎ

」
で
は
大お

と

人な

で
も
知し

ら
な
い
人ひ

と

が
い
る
だ
ろ
う

が
、「
人ひ

と

を
友と

も

と
す
る
道み

ち

」
と
大や

ま

和と

言こ
と

葉ば

で
言い

え
ば
、
小

し
ょ
う

学が
く

生せ
い

で
も
分わ

か
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
厳き

び

し
い
大だ

い

学が
く

教き
ょ
う

育い
く

を
受う

け
た
教

き
ょ
う

養よ
う

階か
い

級き
ゅ
うと
、

一い
っ

般ぱ
ん

大た
い

衆し
ゅ
うの
間あ

い
だに
知ち

的て
き

隔か
く

絶ぜ
つ

が
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
で
は
教

き
ょ
う

養よ
う

階か
い

級き
ゅ
うも
一い

っ

般ぱ
ん

大た
い

衆し
ゅ
うも
同お

な

じ
「
大や

ま

和と

言こ
と

葉ば

」
で
語か

た

り
合あ

え
る
の
で
、

そ
の
垣か

き

根ね

は
低ひ

く

い
。

　

教
き
ょ
う

養よ
う

人じ
ん

か
ら
、
下げ

宿し
ゅ
くの
お
婆ば

あ

さ
ん
、
３
歳さ

い

の
子こ

供ど
も

ま
で
、

同お
な

じ
「
生い

け
る
言げ

ん

語ご

」
を
使つ

か

う
と
い
う
事こ

と

で
、
国こ

く

民み
ん

の
中な

か

に

平び
ょ
う

等ど
う

感か
ん

と
一い

っ

体た
い

感か
ん

が
生う

ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
生い

け
る
言げ

ん

語ご

」
が
平

び
ょ
う

等ど
う

感か
ん

、
一い

っ

体た
い

感か
ん

を
生う

み
出だ

す
と
い
う

事こ
と

に
関か

ん

し
て
、
和わ

歌か

に
は
典て

ん

型け
い

的て
き

な
例れ

い

が
あ
る
。

　

複ふ
く

数す
う

の
人ひ

と

が
集あ

つ

ま
っ
て
、
あ
る
人ひ

と

が
上う

え

の
句く

を
作つ

く

り
、
他た

の

人ひ
と

が
下し

も

の
句く

を
つ
な
げ
る
と
い
う
連れ

ん

作さ
く

の
形け

い

式し
き

を
、「
連れ

ん

歌が

」

と
い
う
が
、
そ
の
起き

源げ
ん

と
さ
れ
て
い
る
の
が
、『
古こ

事じ

記き

』
に

出で

て
く
る
次つ

ぎ

の
場ば

面め
ん

で
あ
る
。

　

日や

本ま
と

武
た
け
る
の

尊み
こ
とが
、
父ち

ち

・
景け

い

行こ
う

天て
ん

皇の
う

の
命め

い

を
受う

け
て
東と

う

国ご
く

征せ
い

伐ば
つ

に
赴お

も
む
き
、
そ
の
帰き

途と

、
甲か

斐い

の
国く

に

に
立た

ち
寄よ

っ
た
と
き
、

新に
い

治ば
り

筑つ
く

波は

を
過す

ぎ
て

幾い
く

夜よ

か
宿ね

つ
る

と
歌う

た
っ
た
。
す
る
と
、
そ
こ
に
居い

合あ

わ
せ
た
火ひ

焼た

き
の
老お

人き
な

が
、

そ
の
後ご

を
受う

け
て
、

日か

が々

並な

べ
て

夜よ

に
は
九

こ
こ
の

夜よ　
日ひ

に
は
十と

お

日か

を

と
続つ

づ

け
た
。
武ぶ

名め
い

天て
ん

下か

に
と
ど
ろ
く
皇お

う

子じ

と
、
身み

分ぶ
ん

の
低ひ

く

い

焚た

き
火び

係が
か
りの
老ろ

う

人じ
ん

が
、
共と

も

に
歌う

た

を
詠よ

み
、
そ
れ
が
国こ

っ

家か

が
編へ

ん

纂さ
ん

し
た
史し

書し
ょ

に
誇ほ

こ

ら
し
げ
に
述の

べ
ら
れ
て
い
る
。
歌う

た

の
前ま

え

に
は
、

身み

分ぶ
ん

も
年ね

ん

齢れ
い

も
関か

ん

係け
い

な
い
、
と
い
う
常

じ
ょ
う

識し
き

が
、
我わ

が
国く

に

に
は

太た
い

古こ

の
昔む

か
しか
ら
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
伝で

ん

統と
う

は
、
今い

ま

で
も
宮

き
ゅ
う

中ち
ゅ
うの
歌う

た

会か
い

始は
じ

め
に
活い

き
活い

き
と

受う

け
継つ

が
れ
て
い
る
。
毎ま

い

年と
し

２
万ま

ん

首し
ゅ

程て
い

度ど

の
応お

う

募ぼ

作さ
く

の
中な

か

か

ら
優す

ぐ

れ
た
歌う

た

が
選え

ら

ば
れ
る
が
、
中な

か

に
は
中

ち
ゅ
う

高こ
う

生せ
い

か
ら
８
０
代だ

い

の
老ろ

う

人じ
ん

、
さ
ら
に
は
海か

い

外が
い

に
住す

む
日に

っ

系け
い

人じ
ん

か
ら
の
詠え

い

進し
ん

歌か

も

あ
る
。
そ
れ
ら
が
天て

ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

ご
臨り

ん

席せ
き

の
歌う

た

会か
い

に
て
朗ろ

う

詠え
い

さ
れ
、
最さ

い

後ご

は
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

の
お
歌う

た

で
締し

め
く
く
ら
れ
る
。

　

ま
さ
に
「
和わ

歌か

の
前ま

え

の
平

び
ょ
う

等ど
う

」
を
端た

ん

的て
き

に
現あ

ら
わし
て
い
る
光こ

う

景け
い

で
あ
る
。

（３） ２０１８年第４９５８号 	 ３月	１７日	（土曜日）

６
．「
和わ

歌か

の
前ま

え

の
平び

ょ
う

等ど
う

」

３
．
和わ

歌か

に
見み

る
大や

ま

和と

言こ
と

葉ば

の
伝で

ん

統と
う

４
．「
生い

け
る
言げ

ん

語ご

」
と

　
　
「
死し

せ
る
言げ

ん

語ご

」

『天
てん

の原
はら

 ふりさけ見
み

れば 春
かす

日
が

なる 三
み

笠
かさ

の山
やま

に　いでし月
つき

かも』
（月

つき

岡
おか

芳
よし

年
とし

『月
つき

百
ひゃく

姿
し

』）

緒ち
ょ

と
知ち

性せ
い

を
同ど

う

時じ

に
失う

し
な
わ
せ

る
愚ぐ

策さ
く

で
あ
ろ
う
。

　

言げ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

も
、
我わ

れ

が
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
の
深ふ

か

い
智ち

慧え

を
踏ふ

ま

え
た
と
こ
ろ
か
ら
、
考か

ん
が
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】
１
．　

渡わ
た

部な
べ

昇し
ょ
う
一い

ち
『
渡わ

た

部べ

昇し
ょ
う
一い

ちの
日に

本ほ
ん

語ご

の
こ
こ
ろ
』、
Ｗ
Ａ
Ｃ
、
Ｈ
５

　

情じ
ょ
う
緒ち

ょ
を
養や

し
な
う
大や

ま

和と

言こ
と

葉ば

の
上う

え

に
、
論ろ

ん

理り

的て
き

思し

考こ
う

を
支さ

さ

え
る
外が

い

来ら
い

語ご

を
移い

入に
ゅ
うし
て
、我わ

が
国く

に

は
独ど

く

自じ

の
文ぶ

ん

明め
い

を
発は

っ

展て
ん

さ
せ
て
き
た
。

７
．
大や

和ま
と

言こ
と

葉ば

の
上う

え

に
外が

い

来ら
い

語ご

を     
        

受じ
ゅ

容よ
う

し
て
き
た
国こ

く

語ご

の
伝で

ん

統と
う

　

我わ

が
国く

に

の
伝で

ん

統と
う

的て
き

国く
に

柄が
ら

と
し
て
、
国こ

く

民み
ん

の
間あ

い
だの
一い

っ

体た
い

感か
ん

、
平

び
ょ
う

等ど
う

感か
ん

の
強つ

よ

い
こ
と
が
挙あ

げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
一い

ち

因い
ん

を
な
し
て
い

る
の
が
、
こ
の
大や

ま

和と

言こ
と

葉ば

の
力ち

か
らで
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
も
う
一い

っ

方ぽ
う

で
は
、
日に

本ほ
ん

語ご

が
豊ほ

う

富ふ

な
外が

い

来ら
い

語ご

を

受じ
ゅ

容よ
う

し
て
き
た
、
と
い
う
面め

ん

も
あ
る
。
古こ

代だ
い

は
漢か

ん

語ご

、
明め

い

治じ

以い

降こ
う

は
欧お

う

米べ
い

語ご

が
流

り
ゅ
う

入に
ゅ
うし
て
、
儒じ

ゅ

教き
ょ
う

思し

想そ
う

、
近き

ん

代だ
い

欧お
う

米べ
い

思し

想そ
う

、
科か

学が
く

技ぎ

術じ
ゅ
つの
流

り
ゅ
う

入に
ゅ
うと
独ど

く

自じ

の
発は

っ

展て
ん

を
可か

能の
う

に
し
て
き
た
。

　
こ
の
点て

ん

で
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
、
自み

ず
か
ら
の
言げ

ん

語ご

を
捨す

て
て
し
ま
っ
た

フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

と
も
、
外が

い

来ら
い

語ご

の
流

り
ゅ
う

入に
ゅ
うを
拒こ

ば

ん
で
き
た
ド
イ
ツ
人じ

ん

と
も
異こ

と

な
る
、
第だ

い

三さ
ん

の
独ど

く

自じ

の
道み

ち

を
歩あ

ゆ

ん
で
き
た
と
言い

え
る
。

　

深ふ
か

い
情

じ
ょ
う

緒ち
ょ

を
支さ

さ

え
る
大や

和ま
と

言こ
と

葉ば

の
基き

層そ
う

の
上う

え

に
、
論ろ

ん

理り

的て
き

思し

考こ
う

を
支さ

さ

え
る
外が

い

来ら
い

語ご

の
語ご

彙い

を
移い

入に
ゅ
うし
て
、
我わ

が
国く

に

は
国こ

く

民み
ん

同ど
う

胞ほ
う

感か
ん

を
維い

持じ

し
つ
つ
、
先せ

ん

進し
ん

文ぶ
ん

明め
い

を
巧た

く

み
に
導ど

う

入に
ゅ
う・
発は

っ

展て
ん

さ
せ
て
き
た
。
古こ

代だ
い

の
和わ

魂こ
ん

漢か
ん

才さ
い

、
近き

ん

代だ
い

の
和わ

魂こ
ん

洋よ
う

才さ
い

は
、

ま
さ
に
日に

本ほ
ん

語ご

の
構こ

う

造ぞ
う

そ
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
と
す
る
な
ら
、
我わ

が
国く

に

の
言げ

ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

も
、
和わ

歌か

や
俳は

い

句く

な

ど
の
大や

ま

和と

言こ
と

葉ば

を
味あ

じ

わ
う
こ
と
で
子こ

ど
も
た
ち
の
情

じ
ょ
う

緒ち
ょ

を
養や

し
ない

つ
つ
、
同ど

う

時じ

に
英え

い

語ご

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うで
外が

い

国こ
く

の
論ろ

ん

理り

と
格か

く

闘と
う

さ
せ
て
、

知ち

的て
き

鍛た
ん

錬れ
ん

を
行お

こ
な
う
の
が
良よ

い
だ
ろ
う
。

　

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

の
国こ

く

語ご

か
ら
和わ

歌か

や
俳は

い

句く

を
追つ

い

放ほ
う

し
て
、
子こ

ど
も

た
ち
が
情

じ
ょ
う

緒ち
ょ

を
養や

し
な
う
機き

会か
い

を
奪う

ば

い
、
同ど

う

時じ

に
条

じ
ょ
う

件け
ん

反は
ん

射し
ゃ

的て
き

な

英え
い

会か
い

話わ

教き
ょ
う

育い
く

で
知ち

的て
き

鍛た
ん

錬れ
ん

の
場ば

を
な
く
さ
せ
る
こ
と
は
、
情

じ
ょ
う
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こ
と
を
期き

待た
い

し
た
い
と
こ
ろ
。

　
　
　
　
　

◎

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
リ
ビ
ア
通つ

う

信し
ん

「
高た

か

い
と
こ
ろ
か
ら
失し

つ

礼れ
い

し
ま

す
！
！
」
２
０
号ご

う

で
は
、
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
「
謎な

ぞ

解と

き
」
を
し
て

い
る
。《
ボ
リ
ビ
ア
に
は
、
夜よ

る

に
な
る
と
開か

い

店て
ん

（
出

し
ゅ
つ

現げ
ん

）
す

る
屋や

台た
い

「
ア
ン
テ
ィ
ク
ー
チ
ョ
」

屋や

さ
ん
が
あ
り
ま
す
。
ア
ン

テ
ィ
ク
ー
チ
ョ
と
は
、
牛う

し

の
心し

ん

臓ぞ
う

、
つ
ま
り
ハ
ツ
を
串く

し

刺ざ

し

に
し
て
炭す

み

火び

で
焼や

い
た
も
の

で
す
。
そ
の
ハ
ツ
に
辛か

ら

い
ソ
ー

ス
を
付つ

け
て
戴い

た
だ

く
の
で
す
が
、

そ
の
ソ
ー
ス
の
辛つ

ら

さ
が
フ
ラ
イ

デ
イ
ナ
イ
ト
（
金き

ん

曜よ
う

夜よ
る

）
か

ら
週

し
ゅ
う

末ま
つ

に
か
け
て
増ま

し
て
い

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

は
、
創そ

う

立り
つ

４
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

及お
よ

び
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
特と

く

別べ
つ

展て
ん

『
子こ

供ど
も

移い

民み
ん

の
生せ

い

活か
つ

』
を
「
桃も

も

の
節せ

っ

句く

」（
雛ひ

な

ま
つ
り
）
で
あ
る
３
日か

か
ら
同ど

う

館か
ん

９
階か

い

で
開か

い

催さ
い

し
て
い
る
。
こ
れ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド

移い

民み
ん

の
歴れ

き

史し

学が
く

者し
ゃ

の
モ
ニ
カ
・
ム
サ
ッ
チ
・
シ
ー
ト
リ
ノ
ウ
ィッ
チ
氏し

と
夫お

っ
とロ
ー
ネ
イ
氏し

が
、
同ど

う

館か
ん

所し
ょ

蔵ぞ
う

の
写し

ゃ

真し
ん

史し

料
り
ょ
う

を
も
と
に
制せ

い

作さ
く

し
た
同ど

う

名め
い

の
著ち

ょ

書し
ょ

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

に
伴

と
も
な
っ
て
企き

画か
く

さ
れ
た
も
の
。
同ど

う

日じ
つ

午ご

後ご

２
時じ

か
ら
は
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

記き

念ね
ん

会か
い

も
併あ

わ

せ

て
開か

い

催さ
い

さ
れ
、
来ら

い

館か
ん

者し
ゃ

は
、
子こ

供ど
も

移い

民み
ん

の
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

の
中な

か

で
使つ

か

わ
れ
た
玩が

ん

具ぐ

な
ど
展て

ん

示じ

品ひ
ん

約や
く

７
０
点て

ん

を
鑑か

ん

賞し
ょ
うし
、

子こ

供ど
も

時じ

代だ
い

を
懐か

い

古こ

し
て
い
た
。

く
と
い
う
の
で
す
》
と
い
う
謎な

ぞ

だ
。
答こ

た

え
は
、
宴え

ん

会か
い

の
最さ

い

後ご

に
ハ
ツ
を
食た

べ
て
か
ら
帰き

宅た
く

す

る
習

し
ゅ
う

慣か
ん

が
あ
る
た
め
。
ト
ウ

ガ
ラ
シ
は
、
飲の

ん
だ
後あ

と

の
酔よ

い
覚ざ

ま
し
に
も
二ふ

つ

日か

酔よ

い
の

予よ

防ぼ
う

に
も
効き

く
と
い
わ
れ
る

の
で
、
そ
れ
が
た
っ
ぷ
り
し
み

こ
ん
だ
ハ
ツ
を
食た

べ
て
か
ら
帰か

え

る
そ
う
。
ソ
ー
ス
を
週

し
ゅ
う

明あ

け

か
ら
使つ

か

い
始は

じ

め
、
だ
ん
だ
ん

煮に

込こ

む
と
週

し
ゅ
う

末ま
つ

に
一い

ち

番ば
ん

濃こ

く

な
る
よ
う
だ
。
ラ
パ
ス
の
標

ひ
ょ
う

高こ
う

は
３
６
０
０
メ
ー
ト
ル
の

高こ
う

地ち

な
の
で
、
ア
ル
コ
ー
ル

が
回ま

わ

り
や
す
い
。
楽た

の

し
く
飲の

ん
で
も
、
二ふ

つ

日か

酔よ

い
で
ヒ
ド

イ
目め

に
あ
い
や
す
い
土と

地ち

ゆ

　

笠か
さ

戸と

丸ま
る

か
ら
１
９
５
８
年ね

ん

ま
で
の
半は

ん

世せ
い

紀き

に
お
け
る
聖せ

い

州し
ゅ
うで
の
子こ

供ど
も

移い

民み
ん

の
生せ

い

活か
つ

を
、

航こ
う

海か
い

、
仕し

事ご
と

、
学が

っ

校こ
う

、
遊あ

そ

び
、

祭ま
つ
り、
ス
ポ
ー
ツ
、
娯ご

楽ら
く

な
ど

に
本ほ

ん

書し
ょ

は
焦

し
ょ
う

点て
ん

を
あ
て
て
、

移い

民み
ん

史し

の
一い

ち

部ぶ

を
再さ

い

構こ
う

成せ
い

し

た
も
の
。

　

本ほ
ん

展て
ん

で
は
、
時じ

代だ
い

や
背は

い

景け
い

説せ
つ

明め
い

の
パ
ネ
ル
と
共と

も

に
、
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

の
中な

か

で
使つ

か

わ
れ
た
玩が

ん

具ぐ

、
本ほ

ん

や
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

、
日に

本ほ
ん

の

民み
ん

話わ

絵え

本ほ
ん

や
レ
コ
ー
ド
、
お

稽け
い

古こ

事ご
と

に
使つ

か

わ
れ
た
着き

物も
の

や

ス
ポ
ー
ツ
用よ

う

品ひ
ん

、
雛ひ

な

人に
ん

形ぎ
ょ
うや

鯉こ
い

幟の
ぼ
りな
ど
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

へ
の

興き
ょ
う

味み

に
繋つ

な

が
る
こ
と
を
期き

待た
い

し
、
同ど

う

館か
ん

所し
ょ

蔵ぞ
う

の
約や

く

７
０
点て

ん

が
展て

ん

示じ

さ
れ
て
い
る
。

　

山や
ま

下し
た

リ
ジ
ア
玲れ

い

子こ

運う
ん

営え
い

副ふ
く

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
、「
乗

じ
ょ
う

船せ
ん

者し
ゃ

名め
い

簿ぼ

を
見み

る
と
子こ

供ど
も

移い

民み
ん

は
大

お
と
な

人

の
４
～
５
倍ば

い

い
る
。
２
つ
の

文ぶ
ん

化か

の
狭は

ざ

間ま

に
苦く

る

し
み
、
家か

族ぞ
く

を
支さ

さ

え
る
た
め
仕し

事ご
と

を
手て

伝つ
だ

い
勉べ

ん

強き
ょ
うで
き
な
か
っ
た
の
が

大だ
い

多た

数す
う

。
そ
ん
な
子こ

供ど
も

た
ち

に
も
〃
遊あ

そ

び
〃
が
あ
っ
た
こ

と
が
展て

ん

示じ

か
ら
は
感か

ん

じ
ら
れ

る
の
で
は
」
と
語か

た

る
。

　
「
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
熱ね

っ

心し
ん

に
子こ

供ど
も

に
伝つ

た

え
よ
う
と
す
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
特と

く

性せ
い

が
改あ

ら
た
め
て
認に

ん

識し
き

さ

れ
る
一い

っ

方ぽ
う

、
現げ

ん

在ざ
い

の
教

き
ょ
う

育い
く

事じ

情じ
ょ
うの

変へ
ん

化か

も
感か

ん

じ
ら
れ
る
。

移い

民み
ん

の
子こ

供ど
も

達た
ち

が
ど
う
い
う

　
【
サ
ン
パ
ウ
ロ
共

き
ょ
う

同ど
う

】「
第だ

い

８
回か

い

世せ

界か
い

水み
ず

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

出し
ゅ
っ

席せ
き

の
た
め
、
１
８
日に

ち

か
ら

ブ
ラ
ジ
ル
を
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
る
皇こ

う

太た
い

子し

さ
ま
は
現げ

ん

地ち

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

ら
と
の
面め

ん

会か
い

を
予よ

定て
い

し
て
い

る
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
招

し
ょ
う

待た
い

さ
れ
た
人ひ

と

た
ち
は
心

こ
こ
ろ

待ま

ち
に

し
「
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

に
な
ら
れ
て

か
ら
も
ご
訪ほ

う

問も
ん

を
」
と
早は

や

く

も
期き

待た
い

し
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
サ
ン
パ
ウ
ロ
）
の

呉ご

屋や

春は
る

美み

会か
い

長ち
ょ
う（
６
４
）
は

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
ブ
ラ
ジ
ル
移い

住
じ
ゅ
う

１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
２
０
０
８
年ね

ん

に
皇こ

う

太た
い

子し

さ
ま
が
訪ほ

う

問も
ん

し
た

際さ
い

、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
あ
い

さ
つ
す
る
機き

会か
い

が
あ
っ
た
。

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

名め
い

簿ぼ

の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化か

に
携た

ず
さ

わ
っ
た
呉ご

屋や

さ
ん

に
皇こ

う

太た
い

子し

さ
ま
は
「
大た

い

変へ
ん

だ

生せ
い

活か
つ

を
し
た
の
か
知し

る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
若わ

か

い
方か

た

も

興き
ょ
う

味み

深ぶ
か

く
見み

て
頂い

た
だ
け
る
の
で

は
」
と
見み

所ど
こ
ろを
語か

た
っ
た
。

　

来ら
い

館か
ん

し
た
山や

ま

中な
か

イ
ジ
ド
ロ

さ
ん
（
８
３
、
二に

世せ
い

）
は
、

っ
た
で
し
ょ
う
」
と
言こ

と

葉ば

を

掛か

け
た
。「
優や

さ

し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
皆み

な

を
包つ

つ

ん
で
く
だ
さ

る
温あ

た
た

か
い
方か

た

」
と
い
う
印い

ん

象
し
ょ
う

を
持も

っ
た
。

　

１
９
５
８
年ね

ん

、
５
歳さ

い

の
時と

き

に
両

り
ょ
う

親し
ん

や
き
ょ
う
だ
い
と
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

八や

重え

瀬せ

町ち
ょ
うか
ら
ブ
ラ
ジ

ル
に
移い

住じ
ゅ
うし
た
。
日に

本ほ
ん

語ご

は

忘わ
す

れ
て
い
な
い
が
、
あ
ま
り

上じ
ょ
う

手ず

で
は
な
い
と
謙け

ん

遜そ
ん

し

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

す
る

た
め
、
成な

り

田た

発は
つ

の
民み

ん

間か
ん

機き

で

現げ
ん

地ち

に
向む

か
わ
れ
た
。
私し

的て
き

旅り
ょ

行こ
う

の
位い

置ち

付づ

け
で
、
即そ

く

位い

日び

が
来ら

い

年ね
ん

５
月が

つ

１
日に

ち

に
決き

ま
っ
て
以い

降こ
う

、
初は

じ

め
て
の
外が

い

国こ
く

訪ほ
う

問も
ん

。
途と

中ち
ゅ
う、
米べ

い

南な
ん

部ぶ

フ
ロ

リ
ダ
州し

ゅ
う

マ
イ
ア
ミ
に
立た

ち
寄よ

る
。
１
８
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

（
日に

本ほ
ん

時じ

間か
ん

同ど
う

日じ
つ

午ご

後ご

）
に
ブ
ラ
ジ
ル

の
首し

ゅ

都と

ブ
ラ
ジ
リ
ア
に
到と

う

着ち
ゃ
く、

２
２
日に

ち

に
帰き

国こ
く

す
る
。

　

長な
が

野の

県け
ん

在ざ
い

住じ
ゅ
う

の
司し

法ほ
う

書し
ょ

士し

・
田た

中な
か

幸ゆ
き

実み

さ
ん
が
、
関せ

き

山や
ま

虎と
ら

雄お

さ
ん
の
相そ

う

続ぞ
く

人に
ん

を
探さ

が

し
て
い
る
。

　

虎と
ら

雄お

さ
ん
は
、
大た

い

正
し
ょ
う

２
（
１
９
１
３
）
年ね

ん

に
長な

が

崎さ
き

県け
ん

西に
し
そ
の
ぎ
彼
杵
郡ぐ

ん

喜き

き々

津つ

村む
ら

生う

ま

れ
、
昭

し
ょ
う

和わ

１
７
（
１
９
４
２
）

年ね
ん

に
翁お

き
な

う
め
さ
ん
と
結け

っ

婚こ
ん

。

昭し
ょ
う

和わ

５
９
（
１
９
８
４
）
年ね

ん

に
虎と

ら

雄お

さ
ん
は
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
うロ
ン

ド
リ
ー
ナ
市し

で
死し

亡ぼ
う

し
て
い

る
。

　

本ほ
ん

人に
ん

以い

外が
い

の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

と
し
て

は
、
平へ

い

成せ
い

３
（
１
９
９
１
）

年ね
ん

に
う
め
さ
ん
が
死し

亡ぼ
う

し
た

際さ
い

、
届と

ど

け
人に

ん

が
親し

ん

族ぞ
く

の
関せ

き

山や
ま

タ
イ
ジ
ロ
翁お

き
な

さ
ん
と
い
う
こ
と

は
判は

ん

明め
い

し
て
お
り
、
正せ

い

確か
く

に

は
不ふ

明め
い

だ
が
３
人に

ん

ほ
ど
子こ

供ど
も

が
い
た
と
い
う
。

　

虎と
ら

雄お

さ
ん
の
相そ

う

続ぞ
く

人に
ん

に
心

こ
こ
ろ

当あ

た
り
あ
る
人ひ

と

は
、田た

中な
か

さ
ん

（yu
kim

itn
k@

gm
ail.

com

）
ま
で
連れ

ん

絡ら
く

を
。

え
の
生せ

い

活か
つ

の
知ち

恵え

の
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　
『
ブ
ラ
ジ
ル
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

便だ
よ

り
』
２
月が

つ

号ご
う

（
第だ

い

３
１
８

号ご
う

）
に
は
、
長な

が

屋や

充み
つ

良よ
し

新し
ん

会か
い

長ち
ょ
うの
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
挨あ

い

拶さ
つ

が
あ

っ
た
。
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ

ッ
ク
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開か

い

設せ
つ

し
に
１
９
８
２
年ね

ん

渡と

伯は
く

と
い

う
最さ

い

後こ
う

発は
つ

組ぐ
み

で
、
い
ま
５
８

歳さ
い

。
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
新し

ん

方ほ
う

針し
ん

と
し

て
「
県け

ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

と
そ
の
子し

弟て
い

と
い
う
資し

格か
く

を
外は

ず

し
、
会か

い

員い
ん

と
賛さ

ん

助じ
ょ

会か
い

員い
ん

の
隔へ

だ

た
り
も
な

く
し
、
岐ぎ

阜ふ

に
住す

ん
だ
こ
と

の
あ
る
人ひ

と

、
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

に
興

き
ょ
う

味み

が
あ
る
人ひ

と

で
も
会か

い

員い
ん

に
な
れ

る
よ
う
に
す
る
」「
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
に
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
参さ

ん

加か

す
る
」

「
メ
ト
ロ
近き

ん

辺ぺ
ん

の
一い

っ

軒け
ん

家や

を

自じ

己こ

資し

金き
ん

で
購こ

う

入に
ゅ
うし
て
会か

い

館か
ん

に
し
、イ
ベ
ン
ト
を
開か

い

催さ
い

す
る
」

「
県け

ん

の
窓ま

ど

口ぐ
ち

と
し
て
県け

ん

物ぶ
っ

産さ
ん

展て
ん

の
催も

よ
お

し
、（
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く

）
県け

ん

出
し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

の
講こ

う

演え
ん

会か
い

な
ど
人じ

ん

的て
き

文ぶ
ん

化か

的て
き

交こ
う

流り
ゅ
う

進す
す

め
る
」「
世せ

界か
い

岐ぎ

阜ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

を
設せ

つ

立り
つ

」

「
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
会か

い

館か
ん

内な
い

に
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

事じ

務む

所し
ょ

を
開か

い

設せ
つ

」
な
ど

の
構こ

う

想そ
う

を
打う

ち
出だ

す
。
素す

晴ば

ら
し
い
ア
イ
デ
ア
が
ズ
ラ
リ
と

並な
ら

ん
で
い
る
。「
百

ひ
ゃ
く

里り

の
道み

ち

も

一い
っ

歩ぽ

か
ら
」
と
い
う
が
、
ま

ず
は
一ひ

と

つ
一ひ

と

つ
着

ち
ゃ
く

実じ
つ

に
実じ

つ

現げ
ん

し

て
い
く
こ
と
を
お
願ね

が

い
し
た
い

と
こ
ろ
か
。

マルコ救
きゅう

世
せい

教
きょう

会
　かい

長
　ちょう

が贈
ぞう

与
よ

式
しき

に出
しゅっ

席
せき

した

　

著ち
ょ

者し
ゃ

の
モ
ニ
カ
氏し

は
、

１
６
年ね

ん

に
刊か

ん

行こ
う

さ
れ
た
『
サ

ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

の
歴れ

き

史し

』

（
ポ
語ご

）
編へ

ん

纂さ
ん

に
携た

ず
さ
わ
る
な

ど
、
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

に
も
精せ

い

通つ
う

す
る
歴れ

き

史し

学が
く

者し
ゃ

。
本ほ

ん

著ち
ょ

の
着

ち
ゃ
く

想そ
う

を
得え

た
の
は
、
子こ

供ど
も

移い

民み
ん

の
着き

物も
の

を
目め

に
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。
そ
の
絵え

柄が
ら

に
配は

い

さ
れ
て
い
た
の
は
民み

ん

話わ

『
浦う

ら

島し
ま

太た

郎ろ
う

』。「
通つ

う

常じ
ょ
う、
移い

民み
ん

と
言い

わ
れ
て
思お

も

い
浮う

か
べ
る

の
は
大

お
と
な

人
。
子こ

供ど
も

移い

民み
ん

に
着

ち
ゃ
く

眼が
ん

し
て
歴れ

き

史し

を
捉と

ら

え
た
か
っ

た
」
と
語か

た

る
。

当と
う

時じ

の
玩が

ん

具ぐ

、
教き

ょ
う

科か

書し
ょ

、
雛ひ

な

人に
ん

形ぎ
ょ
う

展て
ん

示じ

同ど
う

名め
い

著ち
ょ

作さ
く

の
出し

ゅ
っ

版ぱ
ん

を
記き

念ね
ん

「
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

に
な
ら
れ
る
方か

た

だ
か
ら
、
言こ

と

葉ば

遣づ
か

い
に
気き

を

付つ

け
な
け
れ
ば
」
と
、
皇こ

う

太た
い

子し

さ
ま
と
再ふ

た
た

び
面め

ん

会か
い

で
き
る

こ
と
を
楽た

の

し
み
に
し
て
い

る
。

　

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

や
皇こ

う

太た
い

子し

さ
ま

ら
皇こ

う

族ぞ
く

は
こ
れ
ま
で
ブ
ラ
ジ

ル
を
た
び
た
び
訪ほ

う

問も
ん

し
て
い

る
。
５
９
年ね

ん

、
１
９
歳さ

い

の
と

き
に
岩い

わ

手て

県け
ん

一い
ち
の

関せ
き

市し

か
ら

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

人じ
ん

社し
ゃ

会か
い

皇こ
う

太た
い

子し

さ
ま
ご
訪ほ

う

問も
ん

心こ
こ
ろ

待ま

ち
に

世せ

界か
い

水み
ず

フ
ォ
ー
ラ
ム
に

皇こ
う

太た
い

子し

さ
ま
ブ
ラ
ジ
ル
へ

同ど
う

記き

念ね
ん

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

会か
い

に
寄き

付ふ

金き
ん

救き
ゅ
う世せ
い

教き
ょ
う
が
移い

民み
ん

１
１
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

を
支し

援え
ん

移い

住じ
ゅ
う

し
た
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

さ
ん

（
７
７
）
は
「
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

に
貢こ

う

献け
ん

す
る
日に

っ

系け
い

人じ
ん

ら
に

特と
く

別べ
つ

の
思お

も

い
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
言い

う
。

　

こ
と
し
は
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の

日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に

当あ

た
り
、
菊き

く

地ち

さ
ん
は
７
月が

つ

に
予よ

定て
い

さ
れ
る
記き

念ね
ん

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

会か
い

の
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うを
務つ

と

め

る
。「
何な

ん

年ね
ん

か
後あ

と

に
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
訪ほ

う

問も
ん

を

果は

た
し
て
ほ
し
い
。
１
２
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

の
記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

に
も
是ぜ

非ひ

」
と
期き

待た
い

し
た
。

　

皇こ
う

太た
い

子し

さ
ま
は
１
６
日に

ち

、

現げ
ん

地ち

に
向む

け
て
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

さ
れ

た
。

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

の
岩い

わ

嶋し
ま

健け
ん

次じ

領り
ょ
う

事じ

ほ
か
委い

員い
ん

会か
い

メ
ン
バ
ー

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

　

レ
ゼ
ン
デ
本ほ

ん

部ぶ

長ち
ょ
う（
６
２
）

か
ら
呉ご

屋や

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

長ち
ょ
うに
寄き

付ふ

金き
ん

が
手て

渡わ
た

さ
れ
た
。
レ
ゼ

ン
デ
本ほ

ん

部ぶ

長ち
ょ
うは
同ど

う

救き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
うが

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

に
よ
り
伯は

っ

国こ
く

の
地ち

に
伝つ

た

わ
っ
た
こ
と
に
触ふ

れ
、

「
日に

本ほ
ん

か
ら
来き

た
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う

が
伯は

っ

国こ
く

の
地ち

で
人ひ

と

々び
と

を
幸し

あ
わ

せ
に
し
て
い
る
。
色い

ろ

々い
ろ

な
団だ

ん

体た
い

の
人ひ

と

者じ
ゃ

は
６
０
万ま

ん

人に
ん

相そ
う

当と
う

に
も
な

り
、
そ
の
９
９
％
が
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

と
い
う
。

　

呉ご

屋や

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
今こ

ん

回か
い

の
寄き

贈ぞ
う

に
関か

ん

し
て
感か

ん

謝し
ゃ

を
述の

べ
、「
多た

忙ぼ
う

な
レ
ゼ
ン
デ
本ほ

ん

部ぶ

長ち
ょ
うが
直

ち
ょ
く

接せ
つ

手て

渡わ
た

し
た
い
と

言い

っ
て
く
れ
た
。
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う

方ほ
う

面め
ん

へ
の
影え

い

響き
ょ
うも
感か

ん

じ
た
」
と
語か

た

っ
た
。

　

レ
ゼ
ン
デ
本ほ

ん

部ぶ

長ち
ょ
うは
寄き

付ふ

金き
ん

贈ぞ
う

与よ

後ご

、
文ぶ

ん

協き
ょ
うビ
ル
内な

い

の

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

も
見け

ん

学が
く

し
た
。

（７） ２０１８年第４９５８号 	 ３月	１７日	（土曜日）

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

特と
く

別べ
つ

展て
ん

「
子こ

供ど
も

移い

民み
ん

の
生せ

い

活か
つ

」
開か

い

始し

出
しゅっ

版
　　ぱん

を祝
しゅく

した関
かん

係
けい

者
しゃ

ブ
ラ
ジ
ル
訪ほ

う

問も
ん

の
た
め
、
雅ま

さ

子こ

さ
ま
に
見み

送お
く

ら
れ
東と

う

宮ぐ
う

御ご

所し
ょ

を
出で

ら
れ
る

皇こ
う

太た
い

子し

さ
ま
＝
１
６
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

、
東と

う

京き
ょ
う

・
元も

と

赤あ
か

坂さ
か

（
代だ

い

表ひ
ょ
う

撮さ
つ

影え
い

・
共き

ょ
う

同ど
う

）

近き
ん

代だ
い

化か

す
る
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
改か

い

装そ
う

」
に
分わ

か
れ
る
。
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
戦せ

ん

争そ
う

勃ぼ
っ

発ぱ
つ

か
ら
戦せ

ん

後ご

の
期き

間か
ん

に
お
い

て
、
二に

分ぶ
ん

さ
れ
た
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

が
ど
の
よ
う
に
統と

う

合ご
う

さ
れ
て

い
っ
た
の
か
に
焦

し
ょ
う

点て
ん

を
当あ

て
、

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
鼓こ

舞ぶ

し
た
三み

笠
か
さ
の

宮み
や

殿で
ん

下か

の
ご
来ら

い

伯は
く

や
、
文ぶ

ん

協
き
ょ
う

の
創そ

う

立り
つ

、
日に

っ

系け
い

企き

業ぎ
ょ
うの
進し

ん

出
し
ゅ
つ

な
ど
も
取と

り

上あ

げ
る
。
実じ

つ

物ぶ
つ

の

史し

料り
ょ
うを
展て

ん

示じ

す
る
に
は
空く

う

間か
ん

に
限げ

ん

度ど

が
あ
る
が
、
映え

い

像ぞ
う

史し

料り
ょ
うな
ら
ば
そ
の
可か

能の
う

性せ
い

は
無む

限げ
ん

大だ
い

に
広ひ

ろ

が
る
。
来ら

い

館か
ん

者し
ゃ

が

各お
の

々お
の

の
関か

ん

心し
ん

に
従

し
た
が

っ
て
深ふ

か

く

掘ほ

り
下さ

げ
て
見み

ら
れ
る
よ
う

な
、
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
内な

い

容よ
う

と
な
る

　

出
し
ゅ
っ

版ぱ
ん

記き

念ね
ん

会か
い

で
は
、
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

の
改か

い

装そ
う

計け
い

画か
く

に
つ
い

て
触ふ

れ
、
来ら

い

館か
ん

者し
ゃ

に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを

求も
と

め
る
場ば

面め
ん

も
あ
っ
た
。
山や

ま

下し
た

リ
ジ
ア
運う

ん

営え
い

副ふ
く

委い

員い
ん

長ち
ょ
うに

よ
れ
ば
、
進し

ん

出し
ゅ
つ

企き

業ぎ
ょ
う

数す
う

社し
ゃ

が

既す
で

に
支し

援え
ん

を
決け

っ

定て
い

し
て
お
り
、

資し

金き
ん

が
入は

い

っ
て
き
た
ら
す
ぐ

に
取と

り
掛か

か
れ
る
よ
う
準

じ
ゅ
ん

備び

を
進す

す

め
て
い
る
と
い
う
。
改か

い

装そ
う

計け
い

画か
く

は
、
老ろ

う

朽き
ゅ
う

化か

し
た
建た

て

物も
の

・
設せ

つ

備び

を
改か

い

修し
ゅ
うす
る
「
基き

礎そ

改か
い

修し
ゅ
う」
と
、
展て

ん

示じ

方ほ
う

法ほ
う

を

■
人ひ

と

探さ
が

し
■

サ
ン
ト
ス
強

き
ょ
う

制せ
い

立た
ち

退の
き

で
バ
ス

ト
ス
に
移い

住じ
ゅ
う、
戦せ

ん

後ご

は
そ
こ

で
父ち

ち

親お
や

が
勝か

ち

負ま
け

抗こ
う

争そ
う

に
巻ま

き

込こ

ま
れ
る
な
ど
国こ

っ

家か

の
狭は

ざ

間ま

で
悲ひ

痛つ
う

な
子こ

供ど
も

時じ

代だ
い

を
送お

く

っ

た
と
い
う
。「
昔む

か
し
は
薪た

き
ぎで
湯ゆ

を

　
【
共

き
ょ
う

同ど
う

】
皇こ

う

太た
い

子し

さ
ま
は

１
６
日に

ち

、
ブ
ラ
ジ
ル
で
開ひ

ら

か
れ
る
「
第だ

い

８
回か

い

世せ

界か
い

水み
ず

　

ブ
ラ
ジ
ル
入い

り
し
た
皇こ

う

太た
い

沸わ

か
す
ゴ
エ
モ
ン
風ぶ

呂ろ

だ
っ
た

か
ら
、
入は

い

る
の
が
一ひ

と

苦く

労ろ
う

だ
っ

た
な
あ
」
と
懐か

い

古こ

し
て
い
た
。

　

本ほ
ん

書し
ょ

は
、
聖せ

い

州し
ゅ
う

文ぶ
ん

化か

局き
ょ
くか

ら
助じ

ょ

成せ
い

を
受う

け
て
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

。
同ど

う

館か
ん

９
階か

い

で
一い

っ

冊さ
つ

２
０
レ
ア
ル

　

ブ
ラ
ジ
ル
世せ

界か
い

救き
ゅ
う

世せ
い

教
き
ょ
う

（
マ
ル
コ
・
レ
ゼ
ン
デ
本ほ

ん

部ぶ

長ち
ょ
う）
が
７
日か

午ご

後ご

、
文ぶ

ん

協き
ょ
うビ

ル
内な

い

で
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

会か
い

に
寄き

付ふ

金き
ん

を
贈ぞ

う

与よ

し
た
。

贈ぞ
う

与よ

式し
き

に
は
同ど

う

委い

員い
ん

会か
い

の
呉ご

屋や

春は
る

美み

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

長ち
ょ
う、
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う、
野の

村む
ら

ア

ウ
レ
リ
オ
聖せ

い

市し

議ぎ

、
在ざ

い

聖せ
い

日に

に
て
販は

ん

売ば
い

中ち
ゅ
う。
本ほ

ん

展て
ん

は
７
月が

つ

２
９
日に

ち

ま
で
。
問と

い

合あ
わ

せ
は
、

同ど
う

館か
ん

（
１
１
・
３
２
０
９
・ 

５
４
６
５
／
３
２
０
８
・ 

１
７
５
５
）
ま
で
。

子し

さ
ま
は
１
８
日に

ち

、
現げ

ん

地ち

の
に
す
る
機き

会か
い

も
あ
る
。
２
０

日か

に
ブ
ラ
ジ
リ
ア
発は

つ

の
民み

ん

間か
ん

機き

で
帰き

国こ
く

の
途と

に
就つ

く
。

　

皇こ
う

太た
い

子し

さ
ま
は
、
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
し
て
水み

ず

問も
ん

題だ
い

に
取と

り
組く

ん
で
き
た
。
世せ

界か
い

水み
ず

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
３
年ね

ん

お
き
に

開ひ
ら

か
れ
、
皇こ

う

太た
い

子し

さ
ま
は

２
０
０
３
年ね

ん

の
京

き
ょ
う

都と

開か
い

催さ
い

を

皮か
わ

切き

り
に
、
メ
キ
シ
コ
や
ト
ル

コ
で
も
講こ

う

演え
ん

。
現げ

ん

地ち

に
赴お

も
む

か

な
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
と
韓か

ん

国こ
く

の

開か
い

催さ
い

で
は
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送お

く

っ
て
い
る
。

農の
う

業ぎ
ょ
う

研け
ん

究き
ゅ
う

施し

設せ
つ

を
視し

察さ
つ

し
、

日に
っ

系け
い

人じ
ん

と
懇こ

ん

談だ
ん

す
る
。
１
９
日に

ち

に
は
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開か

い

会か
い

式し
き

に
臨の

ぞ

み
、「
水み

ず

と
災さ

い

害が
い

」
を

テ
ー
マ
に
し
た

会か
い

合ご
う

で
基き

調ち
ょ
う

講こ
う

演え
ん

。
ブ
ラ
ジ
ル

の
テ
メ
ル
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うと
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
くを
共と

も

と
共と

も

に

移い

民み
ん

の

人ひ
と

に
感か

ん

謝し
ゃ

の
気き

持も

ち
を

届と
ど

け
た

い
」
と

語か
た

っ

た
。

　

同ど
う

救き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
う

の
伯は

っ

国こ
く

の
信し

ん
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Chanceler norte-coreano se dirige 
à Suécia para discutir cúpula entre 
Washington e Pyongyang Estas notícias são produzidas pela 
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Coreia do Norte (15/03/2018)

O chanceler norte-corea-
no, Ri Yong Ho, se encon-
tra a caminho da Suécia. 
Segundo observadores, ele 
deve discutir com o chance-
ler sueco o encontro de cú-
pula entre Estados Unidos e 
Coreia do Norte.
A Suécia mantém laços di-
plomáticos com a Coreia 
do Norte. Sua embaixada 

em Pyongyang representa 
os interesses americanos no 
país.
Na quinta-feira, Ri deixou 
Pyongyang com destino a 
um aeroporto em Pequim. 
Ainda no mesmo dia, o 
chanceler embarcou em um 
voo para Estocolmo.
Na semana passada, a im-
prensa sueca publicou in-

formações de que Ri deveria 
se reunir com o chanceler da 
Suécia.
O primeiro encontro de cú-
pula entre EUA e Coreia do 
Norte na história deve ser re-
alizado em maio. Acredita-
se que a cúpula será uma das 
principais pautas da reunião.
Ri Yong Ho vem trabalhan-
do na diplomacia com Wa-

Estão em curso as nego-
ciações salariais da prima-
vera deste ano no Japão, 
em meio a raras propostas 
do governo nacional e da 
Federação das Empresas do 
Japão — Keidanren — de 
que os salários tenham au-
mento de, no mínimo, 3%. 
Um elevado número de 
grandes companhias ofe-
receu aos funcionários au-
mento salarial maior do que 
o concedido no ano passa-
do, conforme anúncio feito 
quarta-feira por seus repre-
sentantes em resposta aos 
sindicatos de trabalhadores. 
No setor automotivo — que 
dita a tendência das nego-
ciações anuais —, a Toyota 
ofereceu um aumento men-
sal médio de 3,3%. No setor 
de eletroeletrônicos, a Hi-
tachi ofereceu aumento de 
4,1% em base de renda anu-

Seis partidos de oposição 
do Japão concordaram em 
retomar deliberações no Par-
lamento, na sexta-feira, en-
cerrando seu boicote devido 
à alteração pelo Ministério 
das Finanças de documentos 
oficiais sobre uma contro-
versa venda de um terreno 
pertencente ao Estado.
Na quinta-feira, o Partido 
Constitucional Democráti-
co do Japão, a maior sigla 
oposicionista, confirmou o 

shington há longa data. O 
presidente americano, Do-
nald Trump, aceitou o con-
vite de Kim Jong Un, líder 
norte-coreano, para con-
versar. As ações de Ri têm 
atraído atenção, pois Pyon-
gyang ainda não respondeu 
oficialmente à aceitação 
americana.

Comentário (15/03/2018)

Política (15/03/2018)

Propostas de aumento nas 
negociações salariais anuais da 
primavera no Japão

Partidos oposicionistas concordam 
em retomar deliberações no 
Parlamento japonês

al, que inclui bonificações. 
Muitas outras empresas, po-
rém, acabaram anunciando 
aumentos de menos de 3%.
Neste Comentário, avalia 
as principais propostas de 
aumento nas negociações 
salariais deste ano no Japão 
o diretor de pesquisas em 
economia do Instituto de 
Pesquisa NLI, Taro Saito.
“Para ser franco, não consi-
dero suficientes as propos-
tas, mesmo tendo havido 
uma elevação geral na pro-
porção dos aumentos. Dos 
3% de aumento, em torno 
de dois pontos percentuais 
correspondem a um aumen-
to regular. Pelo sistema ja-
ponês de elevação salarial 
de acordo com o tempo na 
empresa, a remuneração 
média é regularmente ele-
vada com o avanço da ida-
de. Sem o aumento planeja-

acordo firmado com o situa-
cionista Partido Liberal De-
mocrático (PLD).
Eles também concordaram 
que um comitê da Câmara 
Alta vai, na segunda-feira, 
realizar uma sessão inten-
siva sobre o escândalo e a 
questão mais ampla envol-
vendo a responsabilidade de 
documentos governamen-
tais.
O primeiro-ministro Shinzo 
Abe e o ministro das Finan-

do, a elevação líquida é de 
aproximadamente 1%.
Além disso, os preços ao 
consumidor já subiram em 
torno de 1%, cancelando, 
assim, os efeitos do aumen-
to. Tenho a expectativa de 
que haverá pouco impacto 
positivo sobre o consumo.
E, no curso da prolongada 
deflação, os negociadores 
de salários descartaram 
nos últimos tempos de suas 
projeções a possibilidade 
de inflação. Se os preços 
não sobem, o custo de vida 
não é muito afetado, mes-
mo que não haja aumento 
salarial. Esta maneira de 
pensar está arraigada entre 
os trabalhadores, segurando 
as suas reivindicações de 
aumento, em que pesem os 
fortes ganhos das empresas 
e a robusta oferta de postos 
de trabalho. Tanto traba-

ças Taro Aso comparecerão 
à sessão.
Representantes dos partidos 
governistas e de seis oposi-
cionistas concordaram em 
realizar uma sessão de per-
guntas e respostas do comi-
tê na sexta-feira.
A oposição iniciou seu boi-
cote na segunda-feira desta 
semana, após o Ministério 
das Finanças ter admitido 
que alterou documentos re-
lacionados à venda do imó-
vel, em 2016, antes de apre-
sentá-los ao Parlamento no 
começo do ano passado.
Na sexta-feira passada, No-
buhisa Sagawa, então chefe 
do departamento da pasta 
encarregado pela venda até 

O secretário-chefe do ga-
binete japonês, Yoshihide 
Suga, disse não ver neces-
sidade da esposa do premiê 
prestar um testemunho sob 
juramento no Parlamento, 
em conexão com a alteração 

de documentos relacionados 
a uma controvertida venda 
de terreno do governo.
O porta-voz do governo 
japonês disse numa confe-
rência para a imprensa, na 
quarta-feira, que dependerá 

do Parlamento decidir se 
responde às solicitações do 
partido da oposição de que 
a esposa do premiê, ou seja, 
Akie Abe, seja convocada 
para testemunhar.
Contudo, Suga disse acredi-

Porta-voz do governo não vê necessidade de testemunho 
da esposa do premiê no Parlamento japonês

Política (15/03/2018)

tar que isto é desnecessário, 
uma vez que o premiê vem 
respondendo interpelações 
levantadas no Parlamento 
quando necessário.

O presidente americano 
Donald Trump está elevan-
do suas críticas em relação 
aos parceiros comerciais 
dos Estados Unidos. Ele 
está novamente indicando 
suas frustrações não so-
mente com a China, mas 
também com aliados que 
incluem o Japão e a Coreia 
do Sul.
Trump ressaltou sua de-
cepção acerca dos desequi-
líbrios comerciais em um 
discurso para angariar fun-
dos realizado no estado do 
Missouri, na quarta-feira.
Uma reportagem publicada 
no Washington Post diz que 
Trump exortou o Japão a re-
duzir o superávit comercial 
em relação às exportações 
de automóveis aos Estados 
Unidos.
A posição agressiva cada 
vez maior de Trump no se-
tor comercial acontece em 
vista das eleições de meio 
de mandato do Congresso 
no mês de novembro.

Comércio (16/03/2018)

Trump indica insatisfação em 
relação ao balanço comercial 
dos Estados Unidos com 
Japão e Coreia do Sul

Ainda segundo a repor-
tagem do jornal, o pre-
sidente diz que “é muito 
unilateral e que o Japão 
não fica com nossos pro-
dutos, mas nós ficamos 
com seus carros”, indi-
cando, supostamente, as 
barreiras não tarifárias 
do Japão.
O presidente também to-
cou na questão da Coreia 
do Sul. Ele fez uma apa-
rente ameaça de retirar 
as tropas americanas do 
país referindo-se à ques-
tão comercial.
Reporta-se que ele tenha 
dito, também, que os 
Estados Unidos têm um 
grande déficit comercial 
com a Coreia do Sul, 
um país protegido pelo 
governo americano. Ele 
falou dos soldados ame-
ricanos posicionados na 
fronteira entre as Coreias 
do Sul e do Norte, acres-
centando “Vamos ver o 
que acontece”.

O governo japonês deci-
diu proibir as companhias 
de colocaram estagiários es-
trangeiros em trabalhos de 
descontaminação nas áreas 
afetadas pelo acidente na 
usina nuclear Fukushima 1, 
em 2011.
A decisão ocorre após um 
homem vietnamita ter de-
clarado que foi solicitado a 
remover solo contaminado 
na província de Fukushima. 
Em uma coletiva de impren-
sa, ele disse que nunca teria 
vindo ao Japão se soubesse 
que iria fazer esse tipo de 
trabalho. Também expres-
sou preocupação sobre um 
possível impacto à sua saú-
de.
O referido homem veio ao 
Japão através de um progra-

Estrangeiros (16/03/2018)

Governo japonês proíbe empresas de 
colocarem estagiários estrangeiros em 
trabalhos de descontaminação radioativa

ma de intercâmbio com 
suporte do governo que 
permite aos estrangeiros 
adquirirem habilidades e 
conhecimentos técnicos.
Os ministérios a cargo 
do programa dizem que 
a descontaminação não 
é um trabalho adequado 
aos estagiários.
Eles dizem que vão orde-
nar as companhias sub-
meterem uma promessa 
de que os estagiários não 
serão pedidos para fazer 
esse tipo de tarefa.
Os ministérios alertam 
as companhias que se 
outros casos forem des-
cobertos, poderão pensar 
em retirar a permissão de 
admitir estagiários es-
trangeiros.

lhadores como patrões pre-
cisam estar cientes de que 
a economia efetivamente 
abandonou a fase deflacio-
nária. Também necessitem 
compartilhar a noção de 
que, quando os preços das 
mercadorias sobem, aumen-
tos salariais são concedi-
dos. Precisam ir um passo à 
frente e refletir sobre meios 
de estimular o consumo em 
geral.
O governo japonês e o 
Banco do Japão definiram 
a meta de inflação de 2%. 
Deste modo, os preços das 
mercadorias ainda poderão 
subir 1% a mais. Idealmen-
te os preços e os salários 
devem se mover de maneira 
simultânea. Se somente os 
preços subirem 2%, haverá 
uma queda no consumo, fa-
zendo com que a economia 
entre num círculo vicioso 
de desaceleração. Em longo 
prazo, será necessário um 
aumento salarial de cerca de 
4% — uma elevação plane-
jada de 2%, em acréscimo 
aos 2% de aumento na re-
muneração-base.”

o verão japonês anterior, re-
nunciou ao cargo de chefe 
da agência tributária.
Em uma reunião executiva 
do Comitê da Câmara Alta, 
na quinta-feira, membros da 
oposição defenderam uma 
votação para assegurar que 
Sagawa possa ser convo-
cado para testemunhar sob 
juramento tão logo o comitê 
julgue necessário.
No entanto, um representan-
te do PLD rechaçou a pro-
posta, alegando que a sigla 
quer ver como as delibera-
ções sobre o escândalo no 
Parlamento prosseguirão, 
antes de decidir sobre a con-
vocação ou não de Nobuhi-
sa Sagawa.
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